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associated with adalimumab-induced mucosal 
healing in patients with Crohn’s disease 

Clin Gastroenterol 
Hepatol. 

2017 Nov 11. 
pii: 

S1542-3565(
17)31303-4. 

doi: 
10.1016/j.c
gh.2017.10.

036. 

 2017 

Sugita N, Watanabe K, Kamata N, Yukawa 
T, Otani K, Hosomi S, Nagami Y, Tanaka 
F, Taira K, Yamagami H, Tanigawa T, 
Shiba M, Watanabe T, Tominaga K, 
Kabata D, Shintani A, Arakawa T, 
Fujiwara Y. 

Efficacy of a concomitant elemental diet to 
reduce the loss of response to adalimumab in 
patients with intractable Crohn's disease. 

J Gastroenterol 
Hepatol. 

2017 Aug 30. 
doi: 

10.1111/jgh
.13969. 

 2017 

Toshifumi Hibi, Remo Panaccione, 
Miiko Katafuchi, Kaoru Yokoyama, 
Kenji Watanabe, Toshiyuki Matsui, 
Takayuki Matsumoto, Simon Travis, 
Yasuo Suzuki  

The 5C Concept and 5S Principles in 
Inflammatory Bowel Disease Management  

J Crohns Colitis 11 1302-1308 2017 

Yamamoto H, Ogata H, Matsumoto T, 
Ohmiya N, Ohtsuka K, Watanabe K, Yano 
T, Matsui T, Higuchi K, Nakamura T, 
Fujimoto K 

Clinical Practice Guideline for Enteroscopy Dig Endosc 29 519-546 2017 

Daisuke Tokuhara, Kenji Watanabe, 
Yuki Cho, Haruo Shintaku 

Patency Capsule Tolerability in School-Aged 
Children  

Digestion 96 46–51 2017 

渡辺憲治 クローン病治療における抗 TNF 製剤と栄養療法
の併用意義 

クリニシアン 64 675－679 2017 

Fumiaki Ishibashi, Hiromichi 
Shimizu, Toru Nakata, Satoru Fujii, 
Kohei Suzuki, Ami Kawamoto, Sho 
Anzai, Reiko Kuno, Sayaka Nagata, Go 
Ito, Tatsuro Murano, Tomohiro 
Mizutani, Shigeru Oshima, Kiichiro 
Tsuchiya, Tetsuya Nakamura, Mamoru 
Watanabe, Ryuichi Okamoto.  

Contribution of ATOH1+ Cells to the 
Homeostasis, Repair, and Tumorigenesis of the 
Colonic Epithelium. 

Stem Cell Reports. 10(1) 27-42 2018 

Shiro Yui, Luca Azzolin, Martti 
Maimets, Marianne Terndrup Pedersen, 
Robert P Fordham, Stine L Hansen, 
Hjalte L Larsen, Jordi Guiu, Mariana 
R P Alves, Carsten F Rundsten, Jens V 
Johansen, Yuan Li, Chris D Madsen, 
Tetsuya Nakamura, Mamoru Watanabe, 
Ole H Nielsen, Pawel J Schweiger, 
Stefano Piccolo, Kim B Jensen. 

YAP/TAZ-Dependent Reprogramming of Colonic 
Epithelium Links ECM Remodeling to Tissue 
Regeneration. 

Cell Stem Cell 22(1) 35-49.e7 2018 
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発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
Ken Takeuchi, Akihiro Yamada and Yasuo 
Suzuki 

The air-enema image of ultra-low dose 
CT colonography can be an alternative 
diagnostic technique for the 
assessment of mucosal healing in the 
patients with ulcerative colitis. 

13th Congress of ECCO Messe Wien, 
Vienna, 
Austria 

2018 年 2月 16日 

Ken Takeuchi, Ryuichi Furukawa, Daiki 
Sasaki and Yasuo Suzuki 

The Early Response to Tacrolimus is 
likely to be a Predictor of the 
Long-term Outcome in the Patients 
with Ulcerative Colitis 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organization for 

Crohn's & Colitis 

Seoul, Korea 2017 年 6月 17日 

鈴木康夫 IBD 診療の Up To Date 第 12 回南大阪内視鏡の会 大阪 2018 年 1月 25日 

鈴木康夫 班長 厚生労働科学研究費「難治
性炎症性腸管障害に関す
る調査研究」平成 29年度

第 2回班会議 

東京 2018 年 1月 18～19
日 

鈴木康夫 会長 第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

鈴木康夫 【イブニングセミナー・総合発言】IBD
のアジアチーム医療を考える 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

鈴木康夫 潰瘍性大腸炎の治療の基本から応用ま
で～最新の治療戦略～ 

土浦 UCフォーラム 茨城 2017 年 11 月 28日 

鈴木康夫 【シンポジウム 3・特別発言】IBD に対
する内科治療の進歩と外科治療 

第 70回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

鈴木康夫 【ランチタイムセミナー】潰瘍性大腸炎
の基本治療を考える 

第 71回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

鈴木康夫 【教育講演 2】炎症性腸疾患診療のup to 
date 

第 72 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

鈴木康夫 「潰瘍性大腸炎の治療の基本から応用
まで」～最新の治療戦略 

ホテル・ザ・ウエストヒル
ズ水戸 

茨城 2017 年 10 月 27日 

岡住慎一, 加藤良二, 鈴木康夫 【統合プログラム 5】クローン病手術に
おける 2系統造影 MD-CT を用いた術前
診断による切除と抗 TNF-α抗体療法に
よる再発防止の成績 

JDDW2017 福岡 福岡 2017 年 10 月 14日 

鈴木康夫 【デジタルポスターセッション】 
活動性潰瘍性大腸炎(UC)患者における
トファシチニブ寛解維持試験(国際共
同 P3臨床試験)の日本人部分集団解析 

JDDW2017 福岡 福岡 2017 年 10 月 13日 

鈴木康夫 潰瘍性大腸炎診療の新展開 大館潰瘍性腸疾患講演会 秋田 2017 年 10 月 4日 

鈴木康夫 IBD の新規治療 第 21回県北東部IBD(炎症
性腸疾患)研究会 

千葉 2017 年 9月 22日 

鈴木康夫 「IBD 治療におけるインフリキシマブの
LCM(Life Cycle Management)と そのイ
ンパクト～医療現場のニーズに応えた
育薬～」 

第 181 回県北薬剤師勉強
会 

茨城 2017 年 9月 8日 

鈴木康夫 潰瘍性大腸炎治療の新展開 潰瘍性大腸炎治療の最前
線 

茨城 2017 年 8月 30日 

鈴木康夫 班長 厚生労働科学研究費「難治
性炎症性腸管障害に関す
る調査研究」平成 29年度

第 1回班会議 

東京 2017 年 7月 19～20
日 

鈴木康夫 当番会長 日本消化器病学会関東支
部第 345 回例会 

東京 2017 年 7月 15日 

岩下裕明, 高田伸夫, 佐々木大樹, 勝俣雅
夫, 宮村美幸, 菊地秀昌, 岩佐亮太, 長村
愛作, 中村健太郎, 竹内 健, 鈴木康夫, 
清水直美, 笹井大督, 徳山 宣, 蛭田啓之 

B型肝炎加療中に悪性リンパ腫を発症
した一例 

日本消化器病学会関東支
部第 345 回例会 

東京 2017 年 7月 15日 

柴本麻衣, 木村道明, 大内裕香, 古川潔
人, 岩下裕明, 佐々木大樹, 勝俣雅夫, 菊
地秀昌, 岩佐亮太, 長村愛作, 中村健太
郎, 竹内 健, 高田伸夫, 鈴木康夫 

若年および高齢者潰瘍性大腸炎に対す
る血球成分除去療法の有効性の検討 

日本消化器病学会関東支
部第 345 回例会 

東京 2017 年 7月 15日 

鈴木康夫 潰瘍性大腸炎治療の基本から応用へ 第 21回 K-NET 病診連携懇
話会～IBD診療の実態につ

いて～ 

埼玉 2017 年 7月 13日 

鈴木康夫 「クローン病治療 up date」～最適な Bio
の使い方～ 

Hitachiクローン病セミナ
ー 

茨城 2017 年 7月 4日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
鈴木康夫 難治性潰瘍性大腸炎における最新治療

戦略 
日本消化器病学会東北支
部第 203 回例会/第 159 回
日本消化器内視鏡学会東

北支部例会 

岩手 2017 年 7月 1日 

鈴木康夫 炎症性腸疾患における新治療戦略 第 19回 IBD 治療研究会 名古屋 2017 年 6月 2日 

鈴木康夫 IBD 内科治療の進歩～過去・現在そして
未来～ 

第 10回レミケードカンフ
ァレンス 

東京 2017 年 5月 31日 

鈴木康夫 IBD 難治症例に対する治療戦略 水戸共同病院病診連携講
演会 

茨城 2017 年 5月 30日 

竹内 健, 岩佐亮太, 鈴木康夫 潰瘍性大腸炎におかるインフリキシマ
ブ導入 2週間後の CRP レベルは長期有
効性を予測する 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

鈴木康夫 UC におけるこれからの抗体製剤治療を
整理する～臨床成績から～ 

第 104 回日本消化器病学
会総会 ランチョンセミナ

ー1 

東京 2017 年 4月 20日 

西野恭平, 西田淳史, 井上 亮, 酒井滋企, 
大野将司, 高橋憲一郎, 今枝広丞, 稲富 
理, 馬場重樹, 杉本光繁, 内藤裕二, 安藤 
朗 

内視鏡ブラッシング法を用いた炎症性
腸疾患における mucosa-associated 
microbiota の解析 

第 8回 日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

西田淳史, 今枝広丞, 馬場重樹, 安藤 朗 潰瘍性大腸炎術後回腸嚢炎に対する糞
便移植法の安全性と有効性についての
検討 

第 8回 日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

西田淳史, 今枝広丞, 馬場重樹, 安藤 朗 パネルディスカッション 5「IBD に対す
る新しい治療とその応用」 軽症～中等
症潰瘍性大腸炎に対する糞便移植法の
安全性および効果の検討 

第 72回 日本大腸肛門病
学会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

馬場重樹, 西田淳史, 今枝広丞, 稲富 理, 
佐々木雅也, 杉本光繁, 安藤 朗 

難治性 Clostridium difficile 腸炎・
感染症に対する糞便細菌叢移植につい
て 

第 72回 日本大腸肛門病
学会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

西田淳史, 今枝広丞, 馬場重樹, 安藤 朗 潰瘍性大腸炎術後回腸嚢炎に対する糞
便移植法の安全性および効果の検討 

第 72回 日本大腸肛門病
学会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

馬場重樹, 西田淳史, 今枝広丞, 稲富 理, 
佐々木雅也, 杉本光繁, 安藤 朗 

難治性 Clostridium difficile 腸炎・
感染症に対する糞便細菌叢移植の有用
性について 

第 59回 日本消化器病学
会大会 

福岡 2017 年 10 月 13日 

西野恭平, 西田淳史, 酒井滋企, 大野将
司, 高橋憲一郎, 今枝広丞, 馬場重樹, 杉
本光繁, 安藤 朗 

内視鏡下ブラシで採取した腸管粘液を
用いた炎症性腸疾患の
mucosa-associated microbiota の検討 

第 59回 日本消化器病学
会大会 

福岡 2017 年 10 月 12日 

西野恭平, 西田淳史, 井上 亮, 酒井滋企, 
大野将司, 高橋憲一郎, 今枝広丞, 稲富 
理, 馬場重樹, 杉本光繁, 内藤裕二, 安藤 
朗 

炎症性腸疾患の mucosa-associated 
microbiota の検討 

第 54回 日本消化器免疫
学会総会、第 45回 日本臨

床免疫学会総会 合同 

東京 2017 年 9月 28日 

西田淳史, 今枝広丞, 馬場重樹, 安藤 朗 シンポジウム 13「臨床応用された腸内
細菌研究の進歩」 潰瘍性大腸炎に対す
る糞便移植法の効果と安全性の検討 

第 17回 日本抗加齢医学
会総会 

東京 2017 年 6月 3日 

西野恭平, 今枝広丞, 酒井滋企, 藤井 誠, 
森田幸弘, 大野将司, 高橋憲一郎, 西田淳
史, 稲富 理, 馬場重樹；辻川知之；杉本光
繁；安藤 朗 

クローン病腸内細菌叢における
Clostridium hathewayi の臨床的意義
に関する検討 

第 103 回 日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 21日 

西田淳史, 今枝広丞, 安藤 朗 ワークショップ 5「腸内細菌を標的とし
た消化管疾患の治療と実際」 潰瘍性大
腸炎に対する糞便移植法の安全性およ
び効果の検討 

第 103 回 日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

Sato Toshiyuki, Takagawa Tetsuya, Kakuta 
Yoichi, Fujimori Ayako, Koshiba Ryoji, 
Fujimoto Koji, Kawai Mikio, Kamikozuru 
Koji, Yokoyama Yoko, Kita Yuko, Miyazaki 
Takako, Iimuro Masaki, Watanabe Kenji, 
Hida Nobuyuki, Hori Kazutoshi, Ikeuchi 
Hiroki, Nakamura Shiro 

Thiopurine-induced Leukopenia Is 
Associated with a Variant in NUDT15, 
but Not FTO and RUNX1 in Japanese 
Patients with Inflammatory Bowel 
Diseases 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organiation for 
Crohn’s & Colitis 

Seoul 2017 年 6月 17日 

Kuwahara Ryuichi, Horio Yuki, Uchino 
Motoi, Ikeuchi Hiroki 

A case of Crohn’s disease with 
carcinoma uncer the perineal wound 
after abdominal perineal resection 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organiation for 
Crohn’s & Colitis 

Seoul 2017 年 6月 17日 

Ikeuchi Hiroki Surgery for severe refractory 
ulcerative colitis patients in 
Japan. (Clinical forum) 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organiation for 
Crohn’s & Colitis 

Seoul 2017 年 6月 17日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
Shinagawa T, Hata K, Ikeuchi Hiroki, 
Fukushima K, Sugita A, Suzuki Y, Watanabe 
T 

Time trends and risk factors for 
reoperation after initial intestinal 
surgery for Crohn’s disease in Japan: 
A retrospective multicenter study 

American Society of 
Colon & Rectal Surgeons 

Seattle 2017 年 6月 11～14
日 

Hata K, Anzai H, Ikeuchi Hiroki, 
Fukushima K, Sugita A, Suzuki Y, Watanabe 
T 

Ulcerative colitis associated 
colorectal cancer in Japan: A 
retrospective multicenter study 

American Society of 
Colon & Rectal Surgeons 

Seattle 2017 年 6月 11～14
日 

Horio Yuki, Uchino Motoi, Ikeuchi Hiroki, 
Bando Toshihiro, Chohno Teruhiro, Sasaki 
Hirofumi, Hirata Akihiro 

Rectal sparing type of ulcerative 
colitis predicts un-responsibility 
for pharmacotherapies 

American Society of 
Colon & Rectal Surgeons 

Seattle 2017 年 6月 11～14
日 

Uchino Motoi, Ikeuchi Hiroki, Bando 
Toshihiro, Chohno Teruhiro, Hirata 
Akihiro, Sasaki Hirofumi, Horio Yuki 

Association between prognostic 
nutritional index and 
morbidity/mortality during 
restorative proctocolectomy in 
patients with ulcerative colitis 

American Society of 
Colon & Rectal Surgeons 

Seattle 2017 年 6月 11～14
日 

池田正孝, 植村 守, 三宅正和, 塚本 潔, 
山野智基, 内野 基, 池内浩基, 冨田 尚
裕, 関本貢嗣 

局所進行・再発直腸癌に対する骨盤内
臓全摘・骨性骨盤合併切除術の検討．
(サージカルフォーラム) 

第 30回日本内視鏡外科学
会総会 

京都 2017 年 12 月 9日 

塚本 潔, 池田正孝, 山野智基, 小林政義, 
濵中美千子, 馬場谷彰仁, 木村 慶, 宋 智
亨, 池内浩基, 冨田尚裕 

横行結腸癌を合併した家族性大腸腺腫
症に対する腹腔鏡下大腸全摘術の工
夫．(ポスターセッション) 

第 30回日本内視鏡外科学
会総会 

京都 2017 年 12 月 7日 

池田正孝, 植村 守, 三宅正和, 宮崎道彦, 
塚本 潔, 山野智基, 野田雅史, 内野 基, 
池内浩基, 冨田尚裕, 関本貢嗣 

腹腔鏡による直腸癌局所再発治療戦
略．(ワークショップ) 

第 30回日本内視鏡外科学
会総会 

京都 2017 年 12 月 7日 

皆川知洋, 池内浩基, 桑原隆一, 堀尾勇
規, 佐々木寛文, 蝶野晃弘, 坂東俊宏, 内
野 基 

難治性潰瘍性大腸炎に対し大腸全摘術
後に ileal cast を認めた 1例．(ポス
ターセッション) 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

内野 基, 池内浩基 クローン病肛門病変, 回腸嚢炎の診断
と治療 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

内野 基, 池内浩基, 坂東俊宏, 蝶野晃弘, 
佐々木寛文, 堀尾勇規, 竹末芳生 

クローン病手術における術前経口予防
抗菌薬の手術部位感染予防効果 

第 30回日本外科感染症学
会総会学術集会 

東京 2017 年 11 月 30日 

内野 基, 池内浩基, 中嶋一彦, 一木 薫, 
植田貴史, 高橋佳子, 土田敏恵, 竹末芳生 

創洗浄と手術部位感染．(シンポジウ
ム) 

第 30回日本外科感染症学
会総会学術集会 

東京 2017 年 11 月 29日 

Horio Yuki, Uchino Motoi, Bando 
Toshihiro, Chohno Teruhiro, Sasaki 
Hirofumi, Kuwahara Ryuichi, Minagawa 
Tomohiro, Takesue Yoshio, Ikeuchi Hiroki 

Association between obesity and 
pouch-related complications during 
restorative proctocolectomy in 
patients with ulcerative colitis. 
(Poster Session) 

The 1st International 
Conference of Surgical 

Infection Society 
Asia-Pacific 

Tokyo 2017 年 11 月 29日 

Chohno Teruhiro, Uchino Motoi, Horio 
Yuki, Bando Toshihiro, Ueda Takashi, 
Ichiki Kaoru, Nakajima Kazuhiko, 
Tsuchida Toshie, Takahashi Yoshiko, 
Takesue Yoshio, Ikeuchi Hiroki 

Perineal wound healing in Crohn’s 
Disease patient treated with 
negative-pressure wound therapy. 
(Poster Session) 

The 1st International 
Conference of Surgical 

Infection Society 
Asia-Pacific 

Tokyo 2017 年 11 月 29日 

Uchino Motoi, Ikeuchi Hiroki, Bando 
Toshihiro, Chohno Teruhiro, Sasaki 
Hirofumi, Horio Yuki, Kuwahara Ryuichi, 
Minagawa Tomohiro, Ueda Takashi, Ichiki 
Kaoru, Nakajima Kazuhiko, Tsuchida 
Toshie, Takahashi Yoshiko, Takesue 
Yoshio. 

Efficacy of antimicrobial-coated 
sutures for prevention of wound 
infection in colorectal surgery –
Meta analysis. (Poster Session) 

The 1st International 
Conference of Surgical 

Infection Society 
Asia-Pacific 

Tokyo 2017 年 11 月 29日 

佐々木寛文, 池内浩基, 皆川知洋, 桑原隆
一, 堀尾勇規, 蝶野晃弘, 坂東俊宏, 内野 
基 

潰瘍性大腸炎術後に回腸嚢穿孔をみと
めた 2例．(一般示説) 

第 79回日本臨床外科学会
総会 

東京 2017 年 11 月 25日 

池内浩基, 内野 基, 坂東俊宏, 蝶野晃弘, 
佐々木寛文, 堀尾勇規, 桑原隆一, 皆川知
洋 

潰瘍性大腸炎重症例に対する内科的治
療法のスイッチは慎重に行うべきであ
る．(ワークショップ) 

第 79回日本臨床外科学会
総会 

東京 2017 年 11 月 25日 

山本隆行, 田中敏明, 横山 正, 下山貴寛, 
池内浩基, 内野 基, 渡邉聡明 

潰瘍性大腸炎術後の抗菌剤抵抗回腸嚢
炎に対する顆粒球単球除去療法の安全
性と有効性：多施設共同前向き研究．
(パネルディスカッション) 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

蝶野晃弘, 内野 基, 皆川知洋, 桑原隆一, 
堀尾勇規, 佐々木寛文, 坂東俊宏, 池内浩
基 

小野寺 Prognostic nutritional index
を用いた潰瘍性大腸炎手術症例の検討 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

池内浩基, 内野 基, 坂東俊宏, 蝶野晃弘, 
佐々木寛文, 堀尾勇規, 桑原隆一, 皆川知
洋 

潰瘍性大腸炎に合併する発癌症例の検
討 術後症例も含めて．(パネルディス
カッション) 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
内野 基, 池内浩基, 坂東俊宏, 蝶野晃弘, 
佐々木寛文, 堀尾勇規, 桑原隆一, 皆川知
洋 

潰瘍性大腸炎術後の pouch 機能に関す
る検討：多施設アンケート調査結果．
(パネルディスカッション) 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

神山篤史, 杉田 昭, 渡邉聡明, 池内浩基, 
二見喜太郎, 鈴木康夫, 仲瀬裕志, 高橋賢
一, 渡辺和宏, 福島浩平 

本邦における潰瘍性大腸炎術後小腸出
血および重症小腸炎に関する検討．(パ
ネルディスカッション) 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

佐々木寛文, 池内浩基, 皆川知洋, 桑原隆
一, 堀尾勇規, 蝶野晃弘, 内野 基 

潰瘍性大腸炎術後左下腹部に人工肛門
を造設市上部消化管通過障害をきたし
た 1例．(一般ポスター) 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

皆川知洋, 内野 基, 桑原隆一, 堀尾勇規, 
佐々木寛文, 蝶野晃弘, 坂東俊宏, 池内浩
基 

肛門管癌を合併したクローン病に対
し, 腹会陰式直腸切断術を施行した 2
例．(一般ポスター) 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

坂東俊宏, 内野 基, 皆川知洋, 桑原隆一, 
堀尾勇規, 佐々木寛文, 蝶野晃弘, 池内浩
基 

クローン病術後に腸重積を認めた1例．
(一般ポスター) 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

桑原隆一, 内野 基, 皆川知洋, 堀尾勇規, 
後藤佳子, 佐々木寛文, 蝶野晃弘, 坂東俊
宏, 池内浩基 

潰瘍性大腸炎に合併した SAPHO 症候群
の一例．(一般ポスター) 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

池内浩基, 内野 基, 坂東俊宏, 蝶野晃弘, 
佐々木寛文, 堀尾勇規, 桑原隆一, 皆川知
洋 

潰瘍性大腸炎における内科的治療法の
進歩と外科治療．(シンポジウム) 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

池内浩基, 坂東俊宏, 内野 基 クローン病発癌症例の現状とサーベイ
ランス．(統合プログラム) 

第 59回日本消化器病学会
大会, 第 15回日本消化器
外科学会大会(JDDW 2017) 

福岡 2017 年 10 月 14日 

佐々木寛文, 池内浩基, 後藤佳子, 堀尾勇
規, 蝶野晃弘, 坂東俊宏, 内野 基 

当科で手術を施行した潰瘍性大腸炎家
族内発症例 4組の検討．(デジタルポス
ターセッション) 

第 15回日本消化器外科学
会大会(JDDW 2017) 

福岡 2017 年 10 月 14日 

内野 基, 池内浩基, 坂東俊宏, 蝶野晃弘, 
佐々木寛文, 堀尾勇規 

潰瘍性大腸炎術後, 回腸嚢機能率に関
する検討．(デジタルポスターセッショ
ン) 

第 15回日本消化器外科学
会大会(JDDW 2017) 

福岡 2017 年 10 月 14日 

蝶野晃弘, 池内浩基, 堀尾勇規, 後藤佳
子, 佐々木寛文, 平田晃弘, 坂東俊宏, 内
野 基, 竹末芳生 

クローン病術後の残存病変と再手術に
関する検討．(デジタルポスターセッシ
ョン) 

第 15回日本消化器外科学
会大会(JDDW 2017) 

福岡 2017 年 10 月 13日 

堀尾勇規, 池内浩基, 後藤佳子, 佐々木寛
文, 蝶野晃弘, 平田晃弘, 坂東俊宏, 内野 
基 

胃-空腸吻合バイパス術を施行したク
ローン病手術症例の検討. (デジタルポ
スターセッション) 

第 15回日本消化器外科学
会大会(JDDW 2017) 

福岡 2017 年 10 月 13日 

高川哲也, 佐藤寿行, 角田洋一, 西尾昭
宏, 河合幹夫, 上小鶴孝二, 横山陽子, 木
田裕子, 宮嵜孝子, 飯室正樹, 樋田信幸, 
堀 和敏, 池内浩基, 中村志郎 

Diplotype 分類に基づいた NUDT15 活性
レベルと炎症性腸疾患患者のチオプリ
ン誘発性白血球減少症及び全脱毛の相
関．(デジタルポスターセッション) 

第 59回日本消化器病学会
大会(JDDW 2017) 

福岡 2017 年 10 月 13日 

池内浩基, 内野 基, 坂東俊宏, 蝶野晃弘, 
佐々木寛文, 桑原隆一, 皆川知洋 

潰瘍性大腸炎に合併する発癌症例とサ
ーベイランスとの関連性．(デジタルポ
スターセッション) 

第 59回日本消化器病学会
大会(JDDW 2017) 

福岡 2017 年 10 月 13日 

藤田征志, 松原長秀, 松田育雄, 山野智
基, 藤本明洋, 宮野 悟, 冨田尚裕, 廣田
誠一, 池内浩基, 中川英刀 

Colitic cancer の変異解析による
Precision Oncology(インターナショナ
ルセッション English) 

第 76 回日本癌学会学術総
会 

横浜 2017 年 9月 30日 

垣内伸之, 吉田健一, 塩澤裕介, 白石友
一, 桜井孝規, 坂井義治, 内野 基, 廣田
誠一, 池内浩基, 宮野 悟, 丸澤宏之, 妹
尾 浩, 小川誠司 

潰瘍性大腸炎における炎症発癌のゲノ
ム解析 

第 76回日本癌学会学術総
会 

横浜 2017 年 9月 28日 

佐々木寛文, 池内浩基, 皆川知洋, 桑原隆
一, 堀尾勇規, 蝶野晃弘, 坂東俊宏, 内野 
基 

潰瘍性大腸炎術後13年で発症したJ型
回腸嚢盲端穿孔の 1例 

第 200 回近畿外科学会 京都 2017 年 9月 2日 

桑原隆一, 賀川義規, 内藤 敦, 村上剛平, 
桂 宣輝, 大村仁昭, 竹野 淳, 武田 裕, 
田村茂行, 加藤健志 

早期創傷治癒を目指した人工肛門閉鎖
術後の局所陰圧閉鎖療法．(ミニオーラ
ル) 

第 72回日本消化器外科学
会 

金沢 2017 年 7月 22日 

蝶野晃弘, 池内浩基, 堀尾勇規, 後藤佳
子, 佐々木寛文, 平田晃弘, 坂東俊宏, 内
野 基 

潰瘍性大腸炎に対する回腸嚢肛門吻合
術後の妊娠・分娩についての検討．(ミ
ニオーラル) 

第 72回日本消化器外科学
会 

金沢 2017 年 7月 22日 

平田晃弘, 内野 基, 坂東俊宏, 蝶野晃弘, 
佐々木寛文, 後藤佳子, 堀尾勇規, 池内浩
基 

潰瘍性大腸炎術後における肺炎症例の
検討．(ミニオーラル) 

第 72回日本消化器外科学
会 

金沢 2017 年 7月 22日 

堀尾勇規, 内野 基, 佐々木寛文, 蝶野晃
弘, 平田晃弘, 坂東俊宏, 池内浩基 

周術期に真菌性眼内炎を併発した炎症
性腸疾患手術症例の検討．(ミニオーラ
ル) 

第 72回日本消化器外科学
会 

金沢 2017 年 7月 22日 

高橋佳子, 竹末芳生, 内野 基, 池内浩基 炎症性腸疾患患者における術後MRSA保
菌状態スクリーニング 

第 72回日本消化器外科学
会 

金沢 2017 年 7月 20日 



305 

学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
内野 基, 池内浩基, 坂東俊宏, 平田晃弘, 
蝶野晃弘, 佐々木寛文, 後藤佳子, 堀尾勇
規, 竹末芳生 

潰瘍性大腸炎手術症例の変遷と予後予
測因子．(シンポジウム) 

第 72回日本消化器外科学
会 

金沢 2017 年 7月 20日 

池内浩基, 坂東俊宏, 平田晃弘, 蝶野晃
弘, 佐々木寛文, 後藤佳子, 内野 基 

潰瘍性大腸炎に対する 1期的大腸全
摘・J型回腸嚢肛門吻合術 

第 72回日本消化器外科学
会 

金沢 2017 年 7月 20日 

桑原隆一, 内野 基, 皆川知洋, 堀尾勇規, 
後藤佳子, 佐々木寛文, 蝶野晃弘, 坂東俊
宏, 池内浩基 

潰瘍性大腸炎術後30年目に回腸嚢より
high grade dysplasia を合併した 1例 

第 87回大腸癌研究会 四日市 2017 年 7月 7日 

堀尾勇規, 池内浩基, 皆川知洋, 桑原隆
一, 佐々木寛文, 蝶野晃弘, 坂東俊宏, 内
野 基 

肛門管粘膜部に癌の合併を認めた潰瘍
性大腸炎手術症例の検討 

第 87回大腸癌研究会 四日市 2017 年 7月 7日 

奥川喜永, 問山裕二, 田中光司, 荒木俊
光, 内田恵一, 内野 基, 池内浩基, 廣田
誠一 

Field effect と Epigenetic drift の概
念を利用した, MicroRNA メチル化によ
る潰瘍性大腸炎癌化のハイリスク診断 

第 87回大腸癌研究会 四日市 2017 年 7月 7日 

池内浩基, 内野 基, 坂東俊宏, 蝶野晃弘, 
佐々木寛文, 堀尾勇規, 桑原隆一, 皆川知
洋 

クローン病に合併する発癌症例の現状 第 87回大腸癌研究会 四日市 2017 年 7月 7日 

佐々木寛文, 内野 基, 坂東俊宏, 平田晃
弘, 蝶野晃弘, 堀尾勇規, 池内浩基 

周術期に腹部大動脈瘤破裂を合併した
クローン病の 1例 

第 42回日本外科系連合学
会学術集会 

徳島 2017 年 6月 30日 

堀尾勇規, 池内浩基, 佐々木寛文, 蝶野晃
弘, 平田晃弘, 坂東俊宏, 内野 基 

メッケル憩室による内鼠径ヘルニアが
原因で腸閉塞を来たした 1例 

第 42回日本外科系連合学
会学術集会 

徳島 2017 年 6月 30日 

池内浩基, 坂東俊宏, 平田晃弘, 佐々木寛
文, 堀尾勇規, 内野 基 

炎症性腸疾患における地域連携 第 42回日本外科系連合学
会学術集会 

徳島 2016 年 6月 29日 

蝶野晃弘, 内野 基, 池内浩基 【消化器外科領域】臍部 open method 小
切開にて手術施行したクローン病症例
の検討 

第 30回日本小切開・鏡診
外科学会 

所沢 2017 年 6月 2日 

内野 基, 坂東俊宏, 平田晃弘, 佐々木寛
文, 蝶野晃弘, 堀尾勇規, 後藤佳子, 池内
浩基 

難治性慢性回腸嚢炎に対する
biologics の効果 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017 年 4月 29日 

堀尾勇規, 内野 基, 後藤佳子, 佐々木寛
文, 蝶野晃弘, 平田晃弘, 坂東俊宏, 池内
浩基 

クローン病における短腸症候群につい
ての検討 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017 年 4月 29日 

池内浩基, 内野 基, 坂東俊宏, 平田晃弘, 
蝶野晃弘, 佐々木寛文, 堀尾勇規, 後藤佳
子 

潰瘍性大腸炎術後の合併症の発症率と
術後在院日数 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017 年 4月 29日 

蝶野晃弘, 内野 基, 堀尾勇規, 後藤佳子, 
佐々木寛文, 平田晃弘, 坂東俊宏, 池内浩
基 

潰瘍性大腸炎手術症例における予後予
測因子としての小野寺 PNI の検討 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017 年 4月 29日 

内野 基, 坂東俊宏, 平田晃弘, 蝶野晃弘, 
佐々木寛文, 堀尾勇規, 後藤佳子, 池内浩
基 

潰瘍性大腸炎術後, 回腸嚢炎に対する
生物学的製剤の効果 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 21日 

池内浩基, 内野 基, 坂東俊宏 クローン病術後にバイオ製剤の予防的
投与は必要か．(シンポジウム) 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

田中敏宏, 福井寿朗, 深田憲将, 安藤祐
吾, 大宮美香, 岡崎和一 

抗 TNFα製剤の液量と添加物変更に伴
う自己注射時疼痛改善により著明な治
療効果を認めたクローン病の 1例 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京品川 2017 年 12 月 1日 

深田憲将 福井寿朗 富山尚 安藤祐吾 岡崎
和一 

内視鏡検査を施行した感染性大腸炎の
検討 

第 99回日本消化器内視鏡
学会近畿支部例会 

京都市 2017 年 11 月 18日 

細田修司, 大宮美香, 栗島亜希子, 中山新
士, 竹尾元裕, 段原直行, 廣原淳子, 岡崎
和一 

クローン病やベーチェット病と鑑別を
要した家族性地中海熱の一例 

第 107 回日本消化器病学
会近畿支部例会 

大阪市 2017 年 9月 23日 

Mutaguchi M, Naganuma M, Iwao Y, Fukuda 
T, Sugimoto S, Nanki K, Mizuno S, Ogata 
H, Kanai T 

Clinical Characteristics in 
Ulcerative Colitis Patients with 
Colitis Associated Dysplasia/ Cancer 
and Sporadic Tumor. 

United European 
Gastroenterology Week 

2017 

Barcelona, 
Spain 

2017 年 10 月 30日 

Kinoshita S, Uraoka T, Nishizawa T, 
Akimoto T, Nakazato Y, Takabayashi K, 
Fujimoto A, Maehata T, Ochiai Y, Goto O, 
Naganuma M, Ogata H, Iwao Y, Kanai T, 
Yahagi N 

The role of ESD for neoplastic 
lesions in ulcerative colitis. 

Asian Pacific Digestive 
Week 2017 

HongKong 2017年9月23日～26
日 

Fukuda T, Naganuma M, Sugimoto S, Nanki 
K, Mizuno S, Nakazato Y, Ogata H, Iwao Y, 
Kanai T 

Maintenance Therapy with Lower Dose 
5-Aminosalicylate Increases the 
Clinical Relapse in Patients with 
Ulcerative Colitis Who Had Previous 
Use of Corticosteroids. 

Digestive Disease Week 
2017(AGA) 

Chicago, USA 2017 年 5月 6日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
木村佳代子, 長沼 誠, 中里圭宏, 緒方晴
彦, 金井隆典 

エンドサイトを用いた潰瘍性大腸炎内
視鏡的寛解例における組織学的活動度
評価の意義 

第 105 回日本消化器内視
鏡学会関東支部例会 

東京 2017 年 12 月 10日 

牟田口真, 長沼 誠, 杉本真也, 南木康作, 
水野慎大, 細江直樹, 緒方晴彦, 岩男 泰, 
金井隆典 

潰瘍性大腸炎における colitis 
associated dysplasia/ cancer と
sporadic tumor の比較 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

長沼 誠, 岩男 泰, 牟田口真, 杉本真也, 
井上 詠, 緒方晴彦, 金井隆典 

潰瘍性大腸炎に合併する colitic 
cancer・dysplasia と散発性腫瘍の臨床
的特徴の比較 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

緒方晴彦, 細江直樹 カプセル内視鏡による大腸疾患診断の
現状と課題 

第 35回日本大腸検査学会
総会 

福岡 2017 年 11 月 4日 

堀江知史, 細江直樹, 石川景子, 宮永亮
一, 木村佳代子, 福原誠一郎, 水野慎大, 
髙林 馨, 長沼 誠, 今枝博之, 緒方晴彦, 
金井隆典 

小腸腫瘍性病変の内視鏡的特徴の検討 第 55回日本小腸学会 京都 2017 年 10 月 21日 

牟田口真, 長沼 誠, 杉本真也, 南木康作, 
水野慎大, 緒方晴彦, 岩男泰, 金井隆典 

潰瘍性大腸炎症例の散発性大腸腫瘍の
臨床像 

JDDW2017(第 94 回日本消
化器内視鏡学会) 

福岡 2017 年 10 月 13日 

細江直樹, 緒方晴彦, 金井隆典 拡大シングルバルーン小腸内視鏡、プ
ローブ型共焦点レーザー内視鏡を使用
した小腸病変の観察 

第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

大阪 2017 年 5月 13日 

細江直樹, 緒方晴彦, 金井隆典 拡大シングルバルーン小腸内視鏡、プ
ローブ型共焦点レーザー内視鏡を使用
した小腸観察 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 22日 

福田知広, 長沼誠, 金井隆典 潰瘍性大腸炎の治療効果予測に内視鏡
所見は有用か？ 

第 93回 日本消化器内視
鏡学会総会 

大阪 2017 年 5月 12日 

大野恵子, 水野慎大, 金井隆典 潰瘍性大腸炎の再燃予測因子としての
腸内細菌叢解析の有用性の検討 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

中里圭宏, 長沼 誠, 金井隆典 エンドサイトスコピーを用いた潰瘍性
大腸炎内視鏡的寛解例の組織学的活動
性評価 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

水野慎大, 長沼 誠, 金井隆典 クローン病の腸管切除後の生物学的製
剤導入時期の検討 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

福田知広, 長沼 誠, 水野慎大, 南木康作, 
中里圭宏, 緒方晴彦, 岩男 泰, 金井隆典 

ステロイド使用歴のある潰瘍性大腸炎
患者は低用量 5ASA 製剤で再燃しやす
い 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

Saruta M Medical Therapy vs. Surgery for 
Severe Refractory Ulcerative Colitis 
in Asia. 

AsianOrganization 
forCrohn's&Colitis 

Seoul 2017 年 6月 17日 

猿田雅之 難治性潰瘍性大腸炎の治療戦略―外科
治療を考慮した薬物治療―重症潰瘍性
大腸炎に対する生物学的製剤の適応と
限界 

JDDW2017 福岡 2017 年 10 月 14日 

筒井佳苗, 石井彩子, 小川まい子, 宮崎亮
佑, 西村 尚, 野口正朗, 伊藤公博, 澤田
亮一, 星野 優, 西條広起, 荒井吉則, 中
尾裕, 三戸部慈実, 光永眞人, 有廣誠二, 
松岡美佳, 加藤智弘, 猿田雅之 

クローン病の狭窄病変に対する内視鏡
的バルーン拡張術後の抗 TNF 製剤投与
の検討 

JDDW2017／第 94回日本消
化器内視鏡学会総会 

福岡 2017 年 10 月 13日 

Saruta M The pathogenesis and mechanism of 
inflammatory bowel disease 〜 
including the role of adhesion 
molecules〜. 

JDDW2017 福岡 2017 年 10 月 13日 

猿田雅之 IBD 治療における Shared Decision 
Making 導入と医療現場での取り組み 

JDDW2017 福岡 2017 年 10 月 12日 

猿田雅之 いま見直す、クローン病治療ストラテ
ジー 〜ブデソニド登場でどう変わる
か〜 

第 54 回日本消化器免疫学
会総会 

東京 2017 年 9月 29日 

猿田雅之 IBD 治療におけるヒュミラの位置づけ
と役割「クローン病」 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

Oka I, Funayama R, Takeuchi I, Shimizu H, 
Shimizu H, Shimizu T, Arai K 

Predictors of Small Intestine 
Transit Time of Video Capsule 
Endoscopy in Children and 
Adolescents with IBD. 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organization for 

Crohn’s &Colitis 

Seoul, Korea 2017 年 6月 17日 

清水俊明 IBD の特殊系. 厚生労働科学研究 難治性
疾患克服研究事業「難治性
炎症性腸管障害に関する
調査研究」平成 29年度第

2回総会 

東京 2018 年 1月 18日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
熊谷秀規, 清水俊明, 内田恵一, 国崎玲
子, 杉田 昭, 大塚宜一, 新井勝大, 窪田 
満, 田尻 仁, 鈴木康夫 

小児期発症炎症性腸疾患患者の理想的
なトランジションを目指して  

厚生労働科学研究費 難治
性疾患等政策研究事業 難
治性炎症性腸管障害に関
する調査研究 平成 29年

度 第 2回総会 

東京 2018 年 1月 18・19
日 

細井賢二, 工藤孝広, 新井勝大, 清水泰
岳, 大塚宜一, 内田恵一, 田尻仁, 鈴木康
夫, 清水俊明 

本邦における超早期発症型炎症性腸疾
患の疫学的全国調査． 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

船山理恵, 竹内一朗, 東海林宏道．南部隆
亮, 神保圭佑, 原朋子, 工藤孝広, 丘逸
宏, 清水泰岳, 野村伊知郎, 山岡和枝, 清
水俊明, 新井勝大 

成分栄養剤を用いた栄養管理の適正化
を目指した多施設共同研究－乳幼児の
脂溶性ビタミン欠乏の予備調査－． 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

福岡 2017 年 10 月 21日 

清水俊明 IBD の特殊系. 厚生労働科学研究 難治性
疾患克服研究事業「難治性
炎症性腸管障害に関する
調査研究」平成 29年度第

1回総会 

東京 2017 年 7月 19日 

熊谷秀規, 清水俊明, 内田恵一, 国崎玲
子, 杉田 昭, 大塚宜一, 新井勝大, 窪田 
満, 田尻 仁, 鈴木康夫 

小児期発症炎症性腸疾患患者の理想的
なトランジションを目指して  

厚生労働科学研究費 難治
性疾患等政策研究事業 難
治性炎症性腸管障害に関
する調査研究 平成 29年

度 第 1回総会 

東京 2017 年 7月 19・20
日 

丘逸宏, 清水泰岳, 船山理恵, 竹内一朗, 
清水俊明, 新井勝大 

小児病院における小腸カプセル内視鏡
検査の後方視的検討：1施設 188 件の検
討．  

第 44回小児内視鏡研究会 東京 2017 年 7月 9日 

Sugita A State-of-the-Art Treatment of Large 
Bowel Neoplasia Complicating IBD 

Ameican Society of Colon 
and Rectum 

Seattle 2017 年 6月 12日 

杉田 昭, 小金井一隆, 辰巳健志, 二木 
了, 黒木博介, 小原 尚, 荒井勝彦, 木村
英明, 福島恒男 

Crohn 病に合併した直腸肛門癌の予後
と癌サーベイランス法の有用性の検討 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 12日 

杉田 昭, 山田恭子, 小金井一隆, 辰巳健
志, 二木 了, 黒木博介, 荒井勝彦, 小原 
尚, 福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する回腸嚢手術後回
腸嚢粘膜の形態と難治性潰瘍嚢炎に対
する治療法の検討 

JDDW2017 福岡 2017 年 10 月 13日 

杉田 昭, 小金井一隆, 辰巳健志, 二木 
了, 黒木博介, 山田恭子, 小菅経子, 荒井
勝彦, 木村英明, 福島恒男 

潰瘍性大腸炎に対する小開腹による一
期的Ｊ型回腸嚢肛門管吻合術の手技の
工夫 

第 72回日本消化器外科学
会総会 

金沢 2017 年 7月 20日 

杉田 昭, 小金井一隆, 辰巳健志, 二木 
了, 黒木博介, 山田恭子, 小菅経子, 荒井
勝彦, 小原 尚, 木村英明, 福島恒男 

Crohn 病に対する狭窄形成術の術後再
発の検討 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017 年 4月 27日 

尾﨑 良, 小林 拓, 岡林慎二, 中野 雅, 
原 敦子, 大部 誠, 日比紀文 

内視鏡的寛解潰瘍性大腸炎における再
燃の組織学的リスク因子 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

海運クラブ
(東京) 

2017 年 12 月 1日 

尾﨑 良, 小林 拓, 齊藤詠子, 豊永貴彦, 
岡林慎二, 梅田智子, 中野 雅, 松岡健太
郎, 森永正二郎, 久松理一, 日比紀文 

潰瘍性大腸炎における組織学的再燃リ
スク因子の探索 

第 59回日本消化器病学会
大会 

マリンメッ
セ福岡 

2017 年 10 月 13日 

原 勇輔, 岡林慎二, 小林 拓, 尾﨑 良, 
佐上晋太郎, 豊永貴彦, 中野 雅, 宮本康
雄, 牧田遊子, 常松 令, 土本寛二, 日比
紀文, 鈴木雄介 

結核スクリーニング陰性にもかかわら
ず抗 TNF-α抗体治療中に肺結核を発症
したクローン病の 1例 

日本消化器病学会関東支
部第 346 回例会 

海運クラブ
(東京) 

2017 年 9月 30日 

渡辺康博, 佐上晋太郎, 小林 拓, 尾﨑 
良, 岡林慎二, 豊永貴彦, 中野 雅, 日比
紀文 

HIV感染症を併発した潰瘍性大腸炎の1
例 

日本消化器病学会関東支
部第 345 回例会 

海運クラブ
(東京) 

2017 年 7月 15日 

Takagawa Tetsuya, Tajima Masaki, Kitani 
Atsushi, Fujimori Ayako, Koshiba Ryoji, 
Fujimoto Koji, Sato Toshiyuki, Kawai 
Mikio, Kamikozuru Koji, Yokoyama Yoko, 
Kita Yuko, Miyazaki Takako, Hida 
Nobuyuki, Watanabe Kenji, Hori 
Kazutoshi, Ivan Fuss, Nakamura Shiro, 
Warren Strober 

LRRK2 Inhibitor Attenuates 
Intestinal Inflammation and Becomes 
a Therapeutic Strategy in 
Inflammatory Bowel Diseases 

18thInternational 
Congress of Mucosal 

lmmunology 

Washington 
D.C 

2017 年 7月 22日 

Yokoyama Yoko, Fujimori Ayako, Koshiba 
Ryoji, Fujimoto Koji, Sato Toshiyuki, 
Kawai Mikio, Kamikozuru Koji, Kita Yuko, 
Miyazaki Takako, Hida Nobuyuki, Watanabe 
Kenji, Hori Kazutoshi, Nakamura Shiro 

Efficacy of Adsorptive 
Granulocyte/Monocyte Apheresis in 
Inflammatory Bowel Disease Patients 
Experiencing Loss of Response to 
Infliximab:A Case Series 

The5rd Annual Meeting of 
Asian Organization for 

Crohn’s and 
Colitis(AOCC) 

Seoul 2017 年 6月 17日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
Sato Toshiyuki, Takagawa Tetsuya, Kakuta 
Yoichi, Fujimori Ayako, Koshiba Ryoji, 
Fujimoto Koji, Kawai Mikio, Kamikozuru 
Koji, Yokoyama Yoko, Kita Yuko, Miyazaki 
Takako, Iimuro Masaki, Watanabe Kenji, 
Hida Nobuyuki, Hori Kazutoshi, Ikeuchi 
Hiroki, Nakamura Shiro 

Thiopurine-induced Leukopenia Is 
Associated with a Variant in NUDT15, 
but Not FTO and RUNX1 in Japanese 
Patients with Inflammatory Bowel 
Diseases 

The5rd Annual Meeting of 
Asian Organization for 

Crohn’s and 
Colitis(AOCC) 

Seoul 2017 年 6月 17日 

渡辺憲治, 中村志郎, 松井敏幸, 上野文昭 本邦の消化器病学会 IBD 診療ガイドラ
インと厚生労働省班会議治療指針の特
徴と差異 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

藤森絢子, 木田裕子, 小柴良司, 藤本晃
士, 佐藤寿行, 河合幹夫, 上小鶴孝二, 髙
川哲也, 横山陽子, 宮嵜孝子, 樋田信幸, 
渡辺憲治, 中村志郎 

インフリキシマブ投与により薬剤誘発
性ループスを併発した炎症性腸疾患の
2例 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

中村志郎 潰瘍性大腸炎診療 up to date〜当院に
おける Bio 治療円滑化の工夫も含めて 

第 18回日本クリニカルパ
ス学会学術集会 

大阪 2017 年 12 月 1日 

中村志郎 炎症性腸疾患と便中カルプロテクチン 第 64回日本臨床検査医学
会学術集会 

京都 2017 年 11 月 18日 

樋田信幸, 渡辺憲治, 中村志郎 潰瘍性大腸炎に伴う low grade 
dysplasia の進展に関与する危険因
子:SCENIC terminology に準じた検討 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

河合幹夫, 西尾昭宏, 藤森絢子, 小柴良
司, 藤本晃士, 佐藤寿行, 木田裕子, 上小
鶴孝二, 髙川哲也, 横山陽子, 宮嵜孝子, 
樋田信幸, 渡辺憲治, 中村志郎 

当院における腸管ベーチェット病及び
単純性潰瘍性症例に対する生物学的製
剤の治療成績 

第 55回日本小腸学会 京都 2017 年 10 月 21日 

藤本晃士, 河合幹夫, 藤森絢子, 小柴良
司, 佐藤寿行, 木田裕子, 上小鶴孝二, 髙
川哲也, 横山陽子, 宮嵜孝子, 樋田信幸, 
渡辺憲治, 中村志郎 

在宅中心静脈栄養療法中のクローン病
に IFALD(Intestinal 
Failure-associated Liver Disease)を
発症した一例 

第 55回日本小腸学会 京都 2017 年 10 月 21日 

横山陽子, 上小鶴孝二, 長瀬和子, 木田裕
子, 福永 健, 渡辺憲治, 中村志郎 

潰瘍性大腸炎の内科治療における白血
球除去療法の位置づけ 

第 38回日本アフェレシス
学会学術大会 

千葉 2017 年 10 月 21日 

上小鶴孝二, 木田裕子, 横山陽子, 福永 
健, 長瀬和子, 中村志郎 

生物学的製剤無効難治性潰瘍性大腸炎
に対する LCA の検討 

第 38回日本アフェレシス
学会学術大会 

千葉 2017 年 10 月 21日 

木田裕子, 横山陽子, 上小鶴孝二, 長瀬和
子, 中村志郎 

高齢潰瘍性大腸炎患者における血球成
分除去療法の特徴 

第 38回日本アフェレシス
学会学術大会 

千葉 2017 年 10 月 21日 

湯浅 翠, 横山陽子, 上小鶴孝二, 長瀬和
子, 木田裕子, 中村志郎 

糖尿病合併の高齢者潰瘍性大腸炎患者
に対して GMA が著効した 1例 

第 38回日本アフェレシス
学会学術大会 

千葉 2017 年 10 月 20日 

西尾昭宏, 佐藤寿行, 河合幹夫, 上小鶴孝
二, 髙川哲也, 横山陽子, 宮嵜孝子, 樋田
信幸, 堀 和敏, 中村志郎 

潰瘍性大腸炎患者における 5-アミノサ
リチル酸製剤不耐例の特徴 

第 59回日本消化器病学会
大会(JDDW2017) 

東京 2017 年 10 月 13日 

佐藤寿行, 西尾昭宏, 河合幹夫, 上小鶴孝
二, 横山陽子, 木田裕子, 宮嵜孝子, 飯室
正樹, 樋田信幸, 堀 和敏, 中村志郎 

当科における潰瘍性大腸炎の病変口側
伸展症例に関する臨床的検討 

第 59回日本消化器病学会
大会(JDDW2017) 

東京 2017 年 10 月 13日 

髙川哲也, 佐藤寿行, 角田洋一, 西尾昭
宏, 河合幹夫, 上小鶴孝二, 横山陽子, 木
田裕子, 宮嵜孝子, 飯室正樹, 樋田信幸, 
堀 和敏, 池内浩基, 中村志郎 

Diplotype 分類に基づいた NUDT15 活性
レベルと炎症性腸疾患患者のチオプロ
ン誘発性白血球減少及び全脱毛の相関 

第 59回日本消化器病学会
大会(JDDW2017) 

東京 2017 年 10 月 13日 

上小鶴孝二, 佐藤寿行, 河合幹夫, 木田裕
子, 髙川哲也, 宮嵜孝子, 樋田信幸, 堀 
和敏, 中村志郎 

術後 SBC となったクローン病に対する
在宅中心静脈栄養療法の長期経過の検
討 

第 59回日本消化器病学会
大会(JDDW2017) 

東京 2017 年 10 月 12日 

中村志郎 新たな生物学的製剤時代の潰瘍性大腸
炎治療〜ゴリムマブの可能性 

第 59 回日本消化器病学会
大会(JDDW2017) 

東京 2017 年 10 月 12日 

中村志郎 潰瘍性大腸炎 最新の内科治療戦略〜
治療指針と兵庫医科大学の治療成績を
中心に 

第 31回日本臨床内科医学
会 

大阪 2017 年 10 月 9日 

髙川哲也, 藤森絢子, 小柴良司, 藤本晃
士, 佐藤寿行, 河合幹夫, 上小鶴孝二, 横
山陽子, 木田裕子, 宮嵜孝子, 樋田信幸, 
渡辺憲治, 堀 和敏, Warren Strober, 中村 
志郎 

炎症性腸疾患における細胞内分子標的
治療の可能性〜感受性遺伝子を標的と
した新規 LRRK2 阻害剤の検討 

第 54回日本消化器免疫学
会総会 

東京 2017 年 9月 29日 

中村志郎 潰瘍性大腸炎内科診療におけるチオプ
リン製剤の意義〜チオプリン製剤の基
本と兵庫医科大学の診療成績を中心に 

第 45回日本臨床免疫学会
総会 

東京 2017 年 9月 29日 

中村志郎 クローン病治療の最適化〜新規治療薬
ゼンタコートの位置づけ 

第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

大阪 2017 年 5月 13日 

宮嵜孝子, 西尾昭宏, 佐藤寿行, 河合幹
夫, 木田裕子, 上小鶴孝二, 髙川哲也, 横
山陽子, 樋田信幸, 堀 和敏, 中村志郎 

潰瘍性大腸炎におけるインフリキシマ
ブ二次無効時の内視鏡的再燃の特徴 

第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

大阪 2017 年 5月 13日 



309 

学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
中村志郎 完全腸管安静(reset TPN)による Bio 難

治例へのアプローチ 
第 103 回日本消化器病学

会総会 
東京 2017 年 4月 21日 

宮嵜孝子, 樋田信幸, 中村志郎 タクロリムス不応潰瘍性大腸炎におけ
るインフリキシマブの有用性 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

Murakami Y, Nishiwaki Y, Erika Kuwahara 
E, Oba M, Asakura K, Ofuji S, Fukushima 
W, Suzuki Y, Nakamura Y. 

Estimated prevalence of ulcerative 
colitis and Crohn’s disease in Japan 
in 2014: a nationwide survey. 

The 21st International 
Epidemiological 
Association World 

Congress of Epidemiology 

Saitama 
Sonic City 

2018 年 8月 19日ｰ 8
月 22日 

村上義孝, 西脇祐司, 桑原絵里加, 大庭真
梨, 朝倉敬子, 大藤さとこ, 福島若葉, 中
村好一 

潰瘍性大腸炎およびクローン病の有病
者数推計に関する全国疫学調査 

第 76回日本公衆衛生学会
総会 

鹿児島県文
化センター 

2017年10月31日-11
月 2日 

Hata K, Ishihara S, Nozawa H, Kawai K, 
Kiyomatsu T, Tanaka T, Nishikawa T, Otani 
K, Yasuda K, Murono K, Sasaki M, Kaneko 
M, Watanabe T 

Laparoscopic Surgery in IBD in Japan The 5th Annual Meeting of 
Asian Organization for 

Crohn's & Colitis 

Seoul 2017 年 6月 17日 

Shinagawa T, Hata K, Ikeuchi H, Fukushima 
K, Sugita A, Suzuki Y, Watanabe T 

Time trends and risk factors for 
reoperation after initial intestinal 
surgery for Crohn’s disease in Japan: 
A Retrospective Multicenter Study 

2017 American Society 
for Colorectal Surgeon 

Seattle 2017 年 6月 10日 

Hata K, Anzai H, Ikeuchi H, Fukushima K, 
Sugita A, Suzuki Y, Watanabe T 

Ulcerative colitis associated 
colorectal cancer in Japan: A 
retrospective multicenter study 

2017 American Society 
for Colorectal Surgeon 

Seattle 2017 年 6月 10日 

Hata K, Anzai H, Ikeuchi H, Fukushima K, 
Sugita A, Suzuki Y, Watanabe T 

Optimizing surveillance colonoscopy 
for ulcerative colitis-associated 
colorectal cancer 
by assessing surgically resected 
cases: a multicenter retrospective 
study 

Digestive Disease Week 
2017 

Chicago 2017 年 5月 6日 

品川貴秀, 畑 啓介, 岸川純子, 江本成伸, 
室野浩司, 金子 学, 佐々木和人, 大谷研
介, 西川武司, 田中敏明, 清松知充, 川合
一茂, 野澤宏彰, 渡邉聡明 

潰瘍性大腸炎合併大腸癌の形態学的特
徴と最適な内視鏡サーベイランス 

第 72回 日本大腸肛門病
学会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

Shinagawa T, Hata K, Watanabe T The optimum surveillance and 
endoscopic clues for ulcerative 
colitis associated colorectal cancer 

JDDW 2017 福岡 2017 年 10 月 14日 

品川貴秀, 畑 啓介, 江本成伸, 室野浩司, 
金子 学, 佐々木和人, 大谷研介, 西川武
司, 田中敏明, 清松知充, 川合一茂, 野澤
宏彰, 渡邉聡明 

潰瘍性大腸炎合併大腸癌に対する最適
な内視鏡サーベイランス 

第 87回 大腸癌研究会 四日市 2017 年 7月 7日 

畑 啓介, 安西紘幸, 渡邉聡明 潰瘍性大腸炎術後 癌サーベイランス
と回腸嚢炎の発生率  

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 12日 

Hisamatsu T. AOCC Forum II 
What are the predicting factors for 
poor outcomes in IBD in Asia? 

The 5th Abbual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis 

ソウル 2017 年 6月 17日 

Saito D. Sato T, Minowa S, Ikezaki O, 
Mitsui T, Miura M, Sakuraba A, Hayashida 
M, Tokunaga K, Mori H, Hismatsu T. 

Evaluation of usefulnesss of 
Drug-induced Lympmphocyte 
Stimulation Test (DLST) for the 
diagnosis of mesalazine allergy 

The 5th Abbual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis 

ソウル 2017 年 6月 17日 

Nakase N, Motoya S, Matsumoto T, Watanabe 
W, Hisamatsu T, Yoshimura N, Ishida T, 
Kato S, Nakagawa T, Esaki M, Nagahori M, 
Matsui T, Naito Y, Kanai T, Suzuki Y, 
Nojima M, Watanabe M, Hibi T.  

ASSOCIATION BETWEEN 
PHARMACOKINETICS OF ADALIMUMAB AND 
DISEASE OUTCOME IN JAPANESE PATIENTS 
WITH BIOLOGICS NAIVE CROHN'S 
DISEASE: A SUBANALYSIS OF DIAMOND 
STUDY 

Digestive Disease Week 
2017 

シカゴ 2017 年 5月 6‐9日 

Watanabe K, Matsumoto T, Motoya S, 
Hisamatsu T, Nakase H, Yoshimura N, 
Ishida T, Kato S, Nakagawa T, Nagahori M, 
Esaki M, Matsui T, Naito Y, Kanai T, 
Suzuki Y, Nojima M, Watanabe M, Hibi T. 

COMPARISON OF ENDOSCOPIC RESPONSES 
TO ADALIMUMAB MONOTHERAPY AND 
COMBINATION THERAPY WITH 
AZATHIOPRINE IN PATIENTS WITH 
CROHN'S DISEASE: A SUB-ANALYSIS OF 
DIAMOND TRIAL  

Digestive Disease Week 
2017 

シカゴ 2017 年 5月 6‐9日 

Takada Y, Yasukawa S, Beppu T, Kishi M, 
Yano Y, Hirai F 

Therapeutic efficacy and predictors 
of efficacy of infliximab  
in the treatment of refractory 
ulcerative colitis 

Asian Organization for 
Crohn's & Colitis(AOCC) 

Grand Hilton 
Seoul 

2017 年 6月 15日 

Yasukawa S, Yano Y, Takada Y, Kishi M, 
Beppu T, Hisabe T, Takaki Y, Hirai F, Yao 
K, Ueki T, Matsui T 

Clinical outcome and predictive 
factors influencing the efficacy of 
biological agents for inrtestinal 
BeÇet disease 

Asian Organization for 
Crohn's & Colitis(AOCC) 

Grand Hilton 
Seoul 

2017 年 6月 15日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
Yano Y, Takada Y, Yasukawa S, Beppu T, 
Hirai F, Yao K, Ueki T, Matsui T, Hirano 
Y, Higashi D, Futami K, Tanabe H, Iwashita 
A 

Clinical features of colorectal 
cancer associated with Crohn's 
disease 

Asian Organization for 
Crohn's & Colitis(AOCC) 

Grand Hilton 
Seoul 

2017 年 6月 15日 

Beppu T, Yasukawa S, Yamasaki K, Yano Y, 
Hirai F, Yao K, Ueki T, Matsui T, Hirano 
Y, Higashi D, Futami K, Chuman K, Tanabe 
H, Iwashita A 

Clinical and pathological features 
of 4 cases of small intesting cancer 
occurring in association with 
Crohn's disease 

Asian Organization for 
Crohn's & Colitis(AOCC) 

Grand Hilton 
Seoul 

2017 年 6月 15日 

平井郁仁, 矢野 豊, 岸 昌廣 クローン病の寛解維持治療における栄
養療法の有用性と限界－抗 TNF-α抗体
との併用例を中心に－ 

第 21回 日本病態栄養学
会 

京都 2018 年 1月 12-14 日 

別府剛志, 矢野 豊, 平井郁仁, 武田輝之, 
山崎一朋, 植木敏晴, 八尾建史, 松井敏
幸, 平野由紀子, 東大二郎, 二見喜太郎, 
中馬健太, 田邉 寛, 岩下明德 

クローン病に合併した小腸癌の臨床的
特徴 

第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会 

沖縄 2017年11月17日-18
日 

平井郁仁, 岸 昌廣, 高田康道, 武田輝之, 
佐藤祐邦, 別府剛志, 矢野 豊 

クローン病狭窄病変に対する内視鏡的
バルーン拡張術の有用性 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10日-11
日 

矢野 豊, 高田康道, 武田輝之, 別府剛志, 
佐藤祐邦, 岸 昌廣, 平井郁仁, 八尾建史, 
松井敏幸, 植木敏晴 

アダリムマブのクローン病に対する長
期成績と効果減弱例に対する倍量投与
の治療成績 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10日-11
日 

渡辺憲治, 西下正和, 嶋本文雄, 福知 工, 
江﨑幹宏, 岡 志郎, 藤井茂彦, 平井郁仁, 
井上拓也, 樋田信幸, 野崎良一, 櫻井俊
治, 竹内 健, 猿田雅之, 斎藤彰一, 斎藤 
豊, 大宮直木, 味岡洋一, 川野怜諸, 田中
信治 

潰瘍性大腸炎サーベイランス内視鏡に
おける NBI 観察と色素内視鏡観察のラ
ンダム化比較試験：Navigator Study 

第 72 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10日-11
日 

山﨑一朋, 平井郁仁, 久部高司, 石原裕
士, 八坂達尚, 矢野 豊, 八尾建史, 松井
敏幸, 二見喜太郎, 岩下明德 

潰瘍性大腸炎における Low grade 
dysplasia の取り扱いと経過 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10日-11
日 

武田輝之, 二宮風夫, 久部高司, 大門裕
貴, 高田康道, 山岡梨乃, 金城 健, 佐藤
祐邦, 岸 昌廣, 高津典孝, 矢野 豊, 平井
郁仁, 松井敏幸, 八尾建史, 植木敏晴 

カプセル内視鏡による潰瘍性大腸炎と 
Crohn 病の小腸病変の評価 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10日-11
日 

小島俊樹, 長濱 孝, 平井郁仁, 八尾建史, 
植木敏晴, 松井敏幸 

当院における難治性クローン病に対す
るウステキヌマブの使用経験 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10日-11
日 

宇野駿太郎, 武田輝之, 高田康道, 山﨑一
朋, 安川重義, 別府剛志, 岸 昌廣, 矢野 
豊, 平井郁仁, 八尾建史, 植木敏晴, 松井
敏幸, 平野由紀子, 東 大二郎, 二見喜太
郎, 中馬健太, 田邉 寛, 岩下明德 

クローン病に合併した早期小腸癌の一
例 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017年11月10日-11
日 

渡辺憲治, 大宮直木, 平井郁仁, 松井敏幸 クローン病診断におけるカプセル内視
鏡の有用性：J-POP Study 追加検討か
ら 

第 55回日本小腸学会 京都 2017 年 10 月 21日 

別府剛志, 山﨑一朋, 武田輝之, 矢野 豊, 
平井郁仁, 八尾建史, 植木敏晴, 松井敏
幸, 平野由紀子, 東大二郎, 二見喜太郎, 
中馬健太, 田邉 寛, 岩下明德 

術後病理組織検査にて診断し得たクロ
ーン病に合併した早期小腸癌の 2例 

第 55回日本小腸学会 京都 2017 年 10 月 21日 

平井郁仁, 矢野 豊, 岸 昌廣 クローン病狭窄病変に対する内視鏡的
バルーン拡張術の有用性 

Japan Digestive Disease 
Week(JDDW) 

福岡 2017年10月12日-15
日 

岸 昌廣, 平井郁仁, 矢野 豊, 松井敏幸, 
高田康道, 武田輝之, 別府剛志, 二宮風
夫, 山本博則, 矢野智則, 坂本長逸, 三井
啓吾, 後藤秀実, 中村正直, 田中信治, 岡 
志郎, 江﨑幹宏, 浅野光一, 八尾建史, 植
木敏晴 

φ3.2 鉗子チャンネル搭載 DBE を使用
した EBD の有用性に関する検討 

Japan Digestive Disease 
Week(JDDW) 

福岡 2017年10月12日-15
日 

山﨑一朋, 平井郁仁, 久部高司, 矢野 豊 潰瘍性大腸炎サーベイランス内視鏡の
有用性についての検討 

第 103 回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会 

福岡 2017 年 5月 19日-20
日 

Keisuke Hata, Hiroyuki Anzai, Hiroki 
Ikeuchi, Kouhei Fukushima, Akira Sugita 
Yasuo Suzuki, Toshiaki Watanabe 

Optimizing surveillance colonoscopy 
for ulcerative colitis-associated 
colorectal cancer by assessing 
surgically resected cases:A 
multicenter retrospective study 
gastroentlogy 2017 :374-373 

American 
Gastroenterological 

Association 

シカゴ 2017 年 5月 9日 

神山篤史, 杉田昭, 渡辺聡明, 池内浩基, 
二見喜太郎, 鈴木康夫, 仲瀬裕志, 高橋賢
一, 渡辺和宏, 福島浩平 

本邦における潰瘍性大腸炎術後小腸出
欠および重症小腸炎に関する検討 

第 72回日本大腸肛門病学
会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

二見喜太郎 内科治療の進歩からみた IBD に対する
外科治療の変遷 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
平野由紀子, 東大二郎, 二見喜太郎, 前川
隆文, 松井敏幸 

クローン病に合併した下部消化管癌に
ついての検討 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

東大二郎, 二見喜太郎, 平野由紀子, 上床
崇吾, 前川隆文, 松井敏幸 

当科における潰瘍性大腸炎の術後経過
についての検討 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 10日 

東大二郎, 平野由紀子, 上床崇吾, 山本希
治, 林貴臣, 増井友恵, 二見喜太郎, 前川
隆文 

クローン病十二指腸瘻孔に対する外科
治療 

第 72回日本消化器外科学
会総会 

金沢 2017 年 7月 20日 

二見喜太郎, 東大二郎, 平野由紀子, 上床
崇吾, 平野公一, 三上公治, 前川隆文 

手術症例からみた IBD 癌サーベイラン
スの有用性と問題点 

日本消化器病学会九州支
部例会第 109 回例会 

福岡 2017 年 5月 19日 

宇野駿太郎, 小島俊樹, 石川智士, 石原裕
士, 久部高司, 平井郁仁, 八尾健史, 松井
敏幸, 植木敏晴, 平野由紀子, 東大二郎, 
二見喜太郎, 原岡誠司, 岩下明徳 

腸重積を伴った上行結腸悪性リンパ腫
の 1例 

第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

大阪 2017 年 5月 13日 

東大二郎, 平野由紀子, 二見喜太郎, 林貴
臣, 増井友恵, 上床崇吾, 山本希治, 前川
隆文 

下部消化管癌を合併したクローン病症
例の検討 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

横浜 2017 年 4月 27日 

角田知之, 松尾洋孝, 穂苅量太 血清尿酸値は小腸上障害のマーカーと
なる ABCG2 遺伝子解析による病態生理
学モデルの提唱 

第 59回日本消化器病学会
大会 

福岡 2017 年 10 月 13日 

岡田義清, 穂苅量太, 三浦総一郎 米みそ由来新規プロバイオティック酵
母の実験大腸炎に対する抑制効果とそ
の作用機序 

第 103 回 日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 22日 

古橋廣崇、三浦総一郎、穂苅量太 乳化剤が NSAID 腸炎を増悪させる機序
について 

第 103 回 日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 22日 

Fujii T, Kitazume Y, Takenaka K, Kimura 
M, Sito E, Matsuoka K, Nagahori M, Ohtsuka 
K, Watanabe M 

Simplified MR enteroclonography 
Classification Based on Endoscopic 
Findings for Activity Assessment of 
Crohn's Disease 

UEGW2017 Venue: Fira 
Gran Via 

2017 年 11 月 1日 

Takenaka K, Ohtsuka K, Kitazume Y, 
Matsuoka K, Fujii T, Nagahori M, Kimura 
M, Watanabe M 

Magnetic resonance evaluation for 
small bowel endoscopic remission in 
patients with crohn’s disease. 

UEGW2017 Venue: Fira 
Gran Via 

2017 年 10 月 30日 

Takenaka K, Ohtsuka K, Kitazume Y, Fujii 
T, Matsuoka K, Kimura M, Nagahori M, 
Watanabe M 

Utility of Magnetic Resonance 
Evaluation for Small Bowel 
Endoscopic Healing in Patients with 
Crohn’s Disease 

UEGW2017 Venue: Fira 
Gran Via 

2017 年 10 月 30日 

Takenaka K, Ohtsuka K, Kitazume Y, 
Matsuoka K, Fujii T, Nagahori M, Kimura 
M, Watanabe M. 

Magnetic resonance enterography for 
small bowel mucosal healing in 
patients with Crohn’s disease. 

APDW2017 Hong Kong 
Convention 

and 
Exhibition 
Centre 

2017 年 9月 23日 

Motobayashi M, Matsuoka K, Iwamoto F, 
Takenaka K, Fujii T, Nagahori M, Enomoto 
N, Ohtsuka K, Watanabe M 

Correlation of Fecal Calprotectin 
Levels with Endoscopic Severity 
Evaluated with Balloon-assisted 
Endoscopy in Patients with Crohn’s 
Disease.  

AOCC2017 Grand Hilton 
Seoul Korea 

2017 年 6月 17日 

Matsuoka K Recent Pivotal Studies for IBD in 
Asians: Current Status and Future 
Directions. 

AOCC2017 Grand Hilton 
Seoul 

2017 年 6月 16日 

Takenaka K, Ohtsuka K, Kitazume Y, 
Matsuoka K, Fujii T, Nagahori M, Kimura 
M, Watanabe M 

Magnetic resonance evaluation for 
small bowel endoscopic remission in 
patients with crohn’s disease. 

AOCC2017 Grand Hilton 
Seoul 

2017 年 6月 15日 

竹中健人, 大塚和朗, 北詰良雄, 鈴木康
平, 木村麻衣子, 藤岡友之, 福田将義, 藤
井俊光, 齋藤詠子, 松岡克善, 長堀正和, 
渡辺 守 

クローン病評価における 小腸内視鏡
の有用性と限界 

第 55回日本小腸学会学術
集会 

メルパルク
京都 

2017 年 10 月 21日 

小林 拓, 松岡克善, 横山陽子 【統合プログラム 5：内科と外科による
炎症性腸疾患のトータルマネージメン
ト】潰瘍性大腸炎に対する白血球除去
療法(LCAP)の長期予後調査臨床研究：
多施設共同後向き観察研究 

JDDW2017 福岡サンパ
レス 

2017 年 10 月 14日 

北澤優美, 松岡克善, 藤井俊光, 木村麻衣
子, 竹中健人, 長堀正和, 檀 直彰, 大塚
和朗, 渡辺 守 

【デジタルポスターセッション 72：大腸
(潰瘍性大腸炎)8】潰瘍性大腸炎におけ
る便中バイオマーカーによる組織学的
治癒の評価  

JDDW2017 マリンメッ
セ福岡 

2017 年 10 月 13日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
松岡克善 【ブレックファーストセミナー6：IBD

診断と個別化医療における便中カルプ
ロテクチンの有用性-今後の臨床応用
について-】 臨床性能試験の結果から
考える便中カルプロテクチンの有用性 

JDDW2017 福岡国際会
議場 

2017 年 10 月 12日 

松岡克善 【サテライトシンポジウム 81：Shared 
Decision Making(SDM)がもたらすIBD
の新たな治療戦略】IBD 治療新時代にお
いて Shared Decision Making が果たす
役割と患者ベネフィット  

JDDW2017 福岡国際会
議場 

2017 年 10 月 12日 

近藤有紀, 藤井 崇, 日比谷秀爾, 勝倉暢
洋, 竹中健人, 鬼澤道夫, 北畑富貴子, 村
川美也子, 松岡克善, 新田沙由梨, 藤井俊
光, 岡田英里子, 井津井康浩, 齊藤詠子, 
中川美奈, 柿沼 晴, 長堀正和, 大塚和朗, 
渡辺 守(東京医科歯科大学消化器内科), 
高岡亜弓, 山内慎一(東京医科歯科大学大
腸肛門外科) 

2 年間持続する貧血があり、イレウス症
状を契機に診断に至った原発性小腸癌
の 1例 

日本消化器病学会 関東支
部第 346 回例会 

海運クラブ 2017 年 9月 30日 

藤井俊光, 秋山慎太郎, 松岡克善, 江花有
亮, 根木真理子, 竹中健人, 齊藤詠子, 長
堀正和, 大塚和朗, 磯辺光章, 渡辺 守 

高安動脈炎に合併した炎症性腸疾患の
遺伝的背景と腸炎の表現形 

第 45回日本臨床免疫学会 京王プラザ
ホテル 

2017 年 9月 29日 

松岡克善, 藤井俊光, 渡辺 守 抗 TNFα抗体製剤治療中のクローン病
患者におけるMRECスコアによる予後予
測 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

京王プラザ
ホテル 

2017 年 4月 20日 

松岡克善 UC におけるこれからの抗体製剤治療を
整理する〜免疫原性の観点から〜 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

京王プラザ
ホテル 

2017 年 4月 20日 

Shimizu H, Arai K, Takeuchi I, Takahashi 
T, Asahara T, Tsuji H, Matsumoto S, 
Yamashiro Y 

Anaerobic Preparation Method of 
Solutions for Fecal Microbiota 
Transplantation is not Superior to 
Conventional Aerobic Method.  

ADVANCES in INFLAMMATORY 
BOWEL DISEASES 

Orlando, 
Florida, USA 

2017 年 11 月 10日 

Arai K, Takeuchi I, Kawai T, Oka I, Hirano 
Y, Funayama R, Onodera M, Hata K, Shimizu 
H 

Characteristics of very early 
onset-inflammtory bowel disease: a 
single center experience using a 
phenotypic classification.  

4th International 
Symposium on Pediatric 
Inflammatory Bowel 

Disease 

Barcelona, 
Spain 

2017 年 9月 14日 

Takeuchi I, Shimizu H, Oka I, Hirano Y, 
Arai K 

Inflammatory Bowel Disease in 
Children with Special Health Care 
Needs.  

4th International 
Symposium on Pediatric 
Inflammatory Bowel 

Disease 

Barcelona, 
Spain 

2017 年 9月 14日 

Funayama R, Takeuchi I, Oka I, Shimizu H, 
Yamaoka K, Nomura S, Hirano Y, Arai K  

Hypozincemia in children with IBD – 
a single center retrospective study 
-. 

4th International 
Symposium on Pediatric 
Inflammatory Bowel 

Disease 

Barcelona, 
Spain 

2017 年 9月 14日 

Arai K Is Nutritional Therapy Still 
Important in the Biologic Era?.  

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organization for 

Crohn’s &Colitis 

Seoul, Korea 2017 年 6月 17日 

Hirano Y, Shimizu H, Oka I, Takeuchi I, 
Funayama R, Arai K  

Psychological Approach to Children 
with IBD: A Single Center Experience. 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organization for 

Crohn’s &Colitis 

Seoul, Korea 2017 年 6月 17日 

Oka I, Funayama R, Takeuchi I, Shimizu H, 
Shimizu H, Shimizu T, Arai K 

Predictors of Small Intestine 
Transit Time of Video Capsule 
Endoscopy in Children and 
Adolescents with IBD. 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organization for 

Crohn’s &Colitis 

Seoul, Korea 2017 年 6月 17日 

Arai K, Takeuchi I, Kaburaki Y, Shimizu 
H, Oka I, Nagata S 

Infliximab therapy in very early 
onset inflammatory bowel disease: 
experience in Japanese children’s 
Hospital.  

The 50th Annual Congress 
of ESPGHAN 

Prague, 
Czech 

Republic 

2017 年 5月 12日 

新井勝大 小児クローン病診療における栄養療法
の位置づけと問題点． 

第 21回日本病態栄養学会
年次学術集会 

京都 2018 年 1月 14日 

清水泰岳, 時田万英, 竹内一朗, 新井勝大 肛門病変を伴う難治性超早期発症炎症
性腸疾患の 1女児例．  

第 2回 Pediatric IBD Case 
Conference 

東京 2017 年 12 月 16日 

竹内一朗, 右田王介, 河合利尚, 清水泰
岳, 時田万英, 田村英一郎, 小野寺雅史, 
秦健一郎, 新井勝大 

小児期発症難治性クローン病として加
療中に、全エクソーム解析で XIAP 欠損
症の診断に至った 3例． 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

細井賢二, 工藤孝広, 新井勝大, 清水泰
岳, 大塚宜一, 内田恵一, 田尻仁, 鈴木康
夫, 清水俊明 

本邦における超早期発症型炎症性腸疾
患の疫学的全国調査． 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

新井勝大 超早期発症型炎症性腸疾患に対する生
物学的製剤治療．  

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

福岡 2017 年 10 月 22日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
清水泰岳, 竹内一朗, 丘逸宏, 新井勝大 成育医療研究センターにおける小児潰

瘍性大腸炎に対するインフリキシマブ
の長期成績． 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

福岡 2017 年 10 月 22日 

福嶋健志, 倉信奈緒美, 宮原直樹, 村上
潤, 田中正則, 竹内一朗, 新井勝大, 神崎
晋 

診断に苦慮し、インフリキシマブが有
効であった超早期発症型炎症性腸疾患
の 2歳例． 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

福岡 2017 年 10 月 21日 

竹内一朗, 丘逸宏, 清水泰岳, 河合利尚, 
小野寺雅史, 小椋雅夫, 右田王介, 秦健一
郎, 新井勝大 

高安病を合併した小児期発症クローン
病として加療中に前エクソーム解析で
XIAP 欠損症の診断に至った 1男児例． 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

福岡 2017 年 10 月 21日 

船山理恵, 竹内一朗, 東海林宏道．南部隆
亮, 神保圭佑, 原朋子, 工藤孝広, 丘逸
宏, 清水泰岳, 野村伊知郎, 山岡和枝, 清
水俊明, 新井勝大 

成分栄養剤を用いた栄養管理の適正化
を目指した多施設共同研究－乳幼児の
脂溶性ビタミン欠乏の予備調査－． 

第 44回日本小児栄養消化
器肝臓学会 

福岡 2017 年 10 月 21日 

竹内一朗, 清水泰岳, 時田万英, 河合利
尚, 田村英一郎, 小野寺雅史, 右田王介, 
秦健一郎, 新井勝大 

難治性炎症性腸疾患の表現型を呈した
XIAP 欠損症 2例． 

第 8回関東甲越免疫不全
症研究会 

東京 2017 年 9月 23日 

丘逸宏, 清水泰岳, 船山理恵, 竹内一朗, 
清水俊明, 新井勝大 

小児病院における小腸カプセル内視鏡
検査の後方視的検討：1施設 188 件の検
討．  

第 44回小児内視鏡研究会 東京 2017 年 7月 9日 

竹内一朗, 清水泰岳, 丘 逸広, 新井勝大 インフリキシマブ導入後もステロイド
依存性の難治性超早期発症型炎症性腸
疾患の男児．  

仙台 IBD 研究会 仙台 2017 年 5月 20日 

飯塚 政弘、衛藤 武、吉川健二郎、相良志
穂、石井 透、八木澤 仁 

 潰瘍性大腸炎ステロイド依存例に対
する Long-Interval CAP の長期治療成
績に関する検討. 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会. 

東京(TKP ガ
ーデンシテ
ィ品川) 

2017 年 12 月 1日 

蓮井 研悟 1)石黒 陽 2)1)国立病院機構弘
前病院 統括診療部 
2)国立病院機構弘前病院 臨床研究部 

小腸病変を伴った家族性地中海熱の一
例 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

TKP ガーデン
品川 

2017 年 12 月 1日 

蓮井 研悟 1) 石黒 陽 2)1)国立病院機構
弘前病院 統括診療部 
2)国立病院機構弘前病院 臨床研究部 

小腸病変を伴った家族性地中海熱の一
例 

第 55回日本小腸学会学術
集会 

メルパルク
京都 

2017 年 10 月 20日 

Michio Itabashi, Kimitaka Tani, Fumi 
Maeda, Sayumi Nakao, Natsuki Matsuo, 
Takeshi Ohki, Shinpei Ogawa, Yuji Inoue, 
Masakazu Yamamoto 

Hand-assisted laparoscopic surgery 
for ulcerative colitis 

21st Asian Congress of 
Surgery 

東京(東京国
際フォーラ

ム) 

2017 年 11 月 22日 

Natsuki Matsuo, Michio Itabashi, Sayumi 
Nakao, Kimitaka Tani, Fumi Maeda, Takeshi 
Ohki, Shimpei Ogawa, Yuji Inoue, Masakazu 
Yamamoto 

Evaluation of the Surgical  
Treatment For Elderly Patients  
with Ulcerative Colitis 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis 

Grand Hilton 
Seoul, Korea 

2017 年 6月 16日 

Natsuki Matsuo, Michio Itabashi, Sayumi 
Nakao, Kimitaka Tani, Fumi Maeda, Takeshi 
Ohki, Shimpei Ogawa, Yuji Inoue, Masakazu 
Yamamoto 

Evaluation of the Surgical  
Treatment For Elderly Patients  
with Ulcerative Colitis 

International 
Association of Surgeon 
Gastroenterologists and 
Oncologists Continuing 
Medical Education: 

Advanced Post-Graduate 
Course in Yokohama 2017 

Pacifico 
Yokohama 
Conference 
Center, 
Japan 

2017 年 6月 7日 

中尾紗由美, 板橋道朗, 青山翔太, 谷公
孝, 前田文, 松尾夏来, 番場嘉子, 大木岳
志, 小川真平, 井上雄二, 山本雅一  

当科におけるクローン病緊急手術例の
検討 

第 54回日本腹部救急医学
会総会 

東京(京王プ
ラザホテル) 

2018 年 3月 9日 

中尾紗由美, 板橋道朗, 谷公孝, 松尾夏
来, 番場嘉子, 小川真平, 山本雅一, 伊藤
亜由美, 大森鉄平, 米沢麻利亜, 徳重克年 

炎症性腸疾患センターにおける潰瘍性
大腸炎手術症例の臨床学的特徴と手術
成績の変遷 

第 14回日本消化管学会総
会学術集会 

東京(京王プ
ラザホテル) 

2018 年 2月 9日 

板橋道朗, 中尾紗由美, 前田文, 谷公孝, 
松尾夏来, 番場嘉子, 大木岳志, 小川真
平, 井上雄二, 山本雅一 

HALS を用いた大腸全摘・回腸嚢肛門
(管)吻合術 

第 30回日本内視鏡外科学
会総会 

京都(国立京
都国際会館) 

2017 年 12 月 9日 

板橋道朗(司会) 炎症性腸疾患に対する腹腔鏡手術??-
みんなどうしてる?どうすればうまく
いく?- 

第 30回日本内視鏡外科学
会総会 

京都(国立京
都国際会館) 

2017 年 12 月 8日 

中尾紗由美, 板橋道朗, 谷公孝, 前田文, 
松尾夏来, 番場嘉子, 大木岳志, 小川真
平, , 井上雄二, 山本雅一 

クローン病手術症例における鏡視下手
術の有用性 

第 30回日本内視鏡外科学
会総会 

京都(国立京
都国際会館) 

2017 年 12 月 7日 

松尾夏来, 板橋道朗, 谷公孝, 前田文, 中
尾紗由美, 番場嘉子, 大木岳志, 小川真
平, 村杉瞬, 神林玄隆, 伊藤亜由美, 大森
鉄平, 米沢麻利亜, 井上雄志, 徳重克年, 
山本雅一 

高齢者の潰瘍性大腸炎に対する外科治
療の検討 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京(TKP ガ
ーデンシテ
ィ品川) 

2017 年 12 月 1日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
中尾紗由美, 板橋道朗, 谷公孝, 松尾夏
来, 番場嘉子, 小川真平, 山本雅一, 伊藤
亜由美, 大森鉄平, 米沢麻利亜, 徳重克年 

術後に門脈血栓症を合併した潰瘍性大
腸炎の 2例 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京(TKP ガ
ーデンシテ
ィ品川) 

2017 年 12 月 1日 

中尾紗由美, 板橋道朗, 谷公孝, 前田文, 
松尾夏来, 番場嘉子, 小川真平, 大木岳
志, 井上雄志, 山本雅一 

術前因子からみた潰瘍性大腸炎術後合
併症発生のリスク評価 

第 79回日本臨床外科学会 東京(東京国
際フォーラ

ム) 

2017 年 11 月 25日 

小川真平, 板橋道朗 アンケート報告 
「潰瘍性大腸炎周術期における深部静
脈血栓・塞栓症/肺塞栓症(DVT/PE)につ
いて」 

第 9回 IBD Surgical 
Forum 

福岡(福岡サ
ンパレスホ

テル) 

2017 年 11 月 11日 

中尾紗由美, 板橋道朗, 時任史聡, 谷公
孝, 前田文, 松尾夏来, 小川真平, 大木
岳, 志井上雄志, 山本雅一  

潰瘍性大腸炎手術例における腎機能の
経時的変化 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡(福岡国
際会議場) 

2017 年 11 月 11日 

中尾紗由美, 板橋道朗, 谷公孝, 松尾夏
来, 番場嘉子, 小川真平, 山本雅一  

術後に門脈血栓症を合併した潰瘍性大
腸炎の 1例 

第 9回 IBD Surgical 
Forum 

福岡(福岡サ
ンパレスホ

テル) 

2017 年 11 月 11日 

板橋道朗(司会) 潰瘍性大腸炎における最適治療を考え
る～内科と外科の立場から～ 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡(福岡国
際会議場) 

2017 年 11 月 10日 

中尾紗由美, 板橋道朗, 谷公孝, 松尾夏
来, 小川真平, 山本雅一 

潰瘍性大腸炎手術例における栄養状態
の継時的評価 

JDDW2017 福岡(福岡国
際センター) 

2017 年 10 月 14日 

中尾紗由美, 板橋道朗, 谷公孝, 松尾夏
来, 小川真平, 岡本高宏, 徳重克年, 飯塚
文瑛  

炎症性腸疾患センターにおける潰瘍性
大腸炎外科治療成績の変遷 

第 72回日本消化器外科学
会総会 

金沢(石川県
立音楽堂) 

2017 年 7月 20日 

板橋道朗 炎症性腸疾患に対する腹腔鏡手術-内
科、小児科、小児外科との連携- 

第 43回小児内視鏡研究会 キャンパス
イノベーシ
ョンセンタ
ー東京 

2017 年 7月 10日 

中尾紗由美, 板橋道朗, 時任史聡, 谷公
孝, 前田文, 松尾夏来, 小川真平, 大木岳
志, 井上雄志, 山本雅一, 山本智子, 藤盛
孝博  

術後病理組織結果に基づいた潰瘍性大
腸炎合併大腸癌の術式の検討 

第 87回大腸癌研究会 三重(四日市
都ホテル) 

2017 年 7月 7日 

吉田傑, 板橋道朗, 小川真平, 大木岳志, 
松尾夏来, 谷公孝, 前田文, 井上雄二, 山
本雅一 

潰瘍性大腸炎術後難治性直腸膣廔に対
して残存直腸および回腸嚢切除, 回腸
嚢肛門吻合を施行した 1例 

日本消化器病学会関東支
部第 344 回例会 

東京(海運ク
ラブ) 

2017 年 5月 29日 

近藤亨子, 大藤さとこ, 福島若葉, 伊藤一
弥, 廣田良夫 

日本人におけるクローン病の発症関連
因子 

第 76回日本公衆衛生学会
総会 

鹿児島県文
化センター 

2017 年 11 月 1日 

Naoki Ohmiya, Yasutaka Jodai, Hirokazu 
Ikuno, Masahiro Miyata, Dai Yoshida, 
Kohei Maeda, Takafumi Ohmori, Shigeomi 
Komura, Toshiaki Kamano, Mitsuo 
Nagasaka, Tomomitsu Tahara, Yoshihito 
Nakagawa, Tomoyuki Shibata 

Oral Poster: 
Fecal microbiota transplantation for 
ulcerative colitis and Crohn’s 
disease and subsequent metagenomic 
changes 

AOCC2017 Seoul 韓国ソウル 
グランドヒ
ルトンソウ

ル 

2017 年 6月 17日 

尾﨑隼人, 城代康貴, 生野浩和, 山田日
向, 吉田 大, 内堀 遥, 寺田 剛, 河村知
彦, 前田晃平, 堀口徳之, 大森崇史, 小村
成臣, 大久保正明, 鎌野俊彰, 田原智満, 
長坂光夫, 中川義仁, 柴田知行, 大宮直木 

炎症性腸疾患に対する糞便移植の有効
性と腸内細菌叢の変化 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

TKP ガーデン
シティ品川 

2017 年 12 月 1日 

城代康貴, 生野浩和, 大宮直木 シンポジウムⅠ 
当院における潰瘍性大腸炎、クローン
病、クロストリジウム・ディフィシル
腸炎に対する糞便移植の有効性と課題 

第 126 回日本消化器病学
会東海支部例会 

長良川国際
会議場 

2017 年 6月 24日 

大宮直木, 城代康貴, 生野浩和 ワークショップ 5 
クロストリジウム・ディフィシル感染
症、潰瘍性大腸炎、クローン病に対す
る糞便移植の有効性と腸内細菌叢の変
化 

第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

大阪国際会
議場 

2017 年 5月 12日 

城代康貴, 宮田雅弘, 大宮直木 ワークショップ 5 
腸内細菌を標的とした消化管疾患の治
療と実際 
WS5-8 当院における糞便移植療法の安
全性と有効性 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

京王プラザ
ホテル 

2017 年 4月 20日 

F. Ishibashi H. Shimizu A. Kawamoto G. Ito 
T. Nakata S. Fujii K. Suzuki R. Kuno S. 
Anzai K. Kuwabara M. Kawai J. Takahashi 
M. Hama S. Nagata K. Tsuchiya T. Nakamura 
R. Okamoto M. Watanabe. 

Reprogrammed Atoh1+ intestinal 
epithelial cells contribute to 
regenerate damaged colonic mucosa in 
DSS-induced colitis. 

UEGW2017 
Barcelona(Spain) 

海外 2017 年 11 月 1日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
鈴木康平, 村野竜朗, 平栗優衣, 高橋純
一, 河本亜美, 石橋史明, 安斎 翔, 久野
玲子, 桒原小の実, 永田紗矢香, 油井史
郎, 土屋輝一郎, 中村哲也, 大塚和朗, 渡
辺 守, 岡本隆一 

クローン病由来の小腸上皮オルガノイ
ド構築による幹細胞形質の解析 

第 17回日本再生医療学会
総会 

国内 2018 年 3月 22日 

角田洋一, 木内喜孝, 下瀬川徹 個人ゲノム情報から考える IBD 診療の
将来像 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

桂田武彦, 大草敏史, 小早川雅男 抗菌薬 3剤併用による難治性潰瘍性大
腸炎の治療 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

京王プラザ
ホテル東京 

2017 年 4月 20日 

芦塚伸也 潰瘍性大腸炎における癌合併症例の検
討 

第 104 回日本消化器内視
鏡学会九州支部例会 

那覇市, 沖
縄かりゆし
アーバンリ
ゾート・ナハ 

2017 年 11 月 17日 

Kitamura K. Adrenomedullin as a potential 
therapeutic agent for ulcerative 
colitis. 

The 2nd International 
Conference on Internal 
Medicine & Hospital 

Medicine 

Dallas, USA 
Embassy 
Suites by 
Hilton 

2017 年 9月 13日 

熊谷秀規, 秋山卓士, 虻川大樹, 位田 忍, 
乾 あやの, 工藤孝広, 窪田 満, 玉井 浩 

成人移行期小児炎症性腸疾患患者の自
立支援のための手引書：日本小児栄養
消化器肝臓学会編 

第 14回日本消化管学会総
会学術集会 

東京 2018 年 2月 9・10日 

熊谷秀規, 清水俊明, 内田恵一, 国崎玲
子, 杉田 昭, 大塚宜一, 新井勝大, 窪田 
満, 田尻 仁, 鈴木康夫 

小児期発症炎症性腸疾患患者の理想的
なトランジションを目指して  

厚生労働科学研究費 難治
性疾患等政策研究事業 難
治性炎症性腸管障害に関
する調査研究 平成 29年

度 第 2回総会 

東京 2018 年 1月 18・19
日 

熊谷秀規 IBD 診療における小児から成人へのト
ランジッション 

第 8回 日本炎症性腸疾患
学会 

東京 2017 年 12 月 1日 

熊谷秀規, 秋山卓士, 虻川大樹, 位田 忍, 
乾 あやの, 工藤孝広, 窪田 満 

成人移行期小児炎症性腸疾患患者自立
支援のための手引書 

第 44回 日本小児栄養消
化器肝臓学会 

福岡 2017 年 10 月 22日 

熊谷秀規, 清水俊明, 内田恵一, 国崎玲
子, 杉田 昭, 大塚宜一, 新井勝大, 窪田 
満, 田尻 仁, 鈴木康夫 

小児期発症炎症性腸疾患患者の理想的
なトランジションを目指して  

厚生労働科学研究費 難治
性疾患等政策研究事業 難
治性炎症性腸管障害に関
する調査研究 平成 29年

度 第 1回総会 

東京 2017 年 7月 19・20
日 

小林 拓 How to Put My Novel Idea into Clinical 
Research :Finding a Niche Asia for 
Studying Asian IBD 

韓国/ソウル AOCC2017 2017 年 6月 16日 

尾﨑 良, 小林 拓, 岡林慎二, 中野 雅, 
原 敦子, 大部 誠, 日比紀文 

内視鏡的寛解潰瘍性大腸炎における再
燃の組織学的リスク因子 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

海運クラブ
(東京) 

2017 年 12 月 1日 

小林 拓 「IBD に対する内科治療の進歩と外科治
療」クローン病内瘻に対する抗 TNF-α
抗体の有効性～多施設共同コホート研
究の結果より～ 

第 72回大腸肛門病学会学
術集会 

マリンメッ
セ福岡 

2017 年 11 月 10日 

尾﨑 良, 小林 拓, 齊藤詠子, 豊永貴彦, 
岡林慎二, 梅田智子, 中野 雅, 松岡健太
郎, 森永正二郎, 久松理一, 日比紀文 

潰瘍性大腸炎における組織学的再燃リ
スク因子の探索 

第 59回日本消化器病学会
大会 

マリンメッ
セ福岡 

2017 年 10 月 13日 

原 勇輔, 岡林慎二, 小林 拓, 尾﨑 良, 
佐上晋太郎, 豊永貴彦, 中野 雅, 宮本康
雄, 牧田遊子, 常松 令, 土本寛二, 日比
紀文, 鈴木雄介 

結核スクリーニング陰性にもかかわら
ず抗 TNF-α抗体治療中に肺結核を発症
したクローン病の 1例 

日本消化器病学会関東支
部第 346 回例会 

海運クラブ
(東京) 

2017 年 9月 30日 

渡辺康博, 佐上晋太郎, 小林 拓, 尾﨑 
良, 岡林慎二, 豊永貴彦, 中野 雅, 日比
紀文 

HIV感染症を併発した潰瘍性大腸炎の1
例 

日本消化器病学会関東支
部第 345 回例会 

海運クラブ 2017 年 7月 15日 

尾﨑 良, 小林 拓, 日比紀文 潰瘍性大腸炎における大腸内視鏡下生
検組織による臨床的再燃予測 

第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

リーガロイ
ヤルホテル

大阪 

2017 年 5月 12日 

中村保幸, 小山文一, 久下博之, 井上隆, 
中本貴透, 石岡興平, 佐々木義之, 福岡晃
平, 岩佐陽介, 庄雅之 

潰瘍性大腸炎IACA後の吻合部瘻孔にた
いし再吻合術を施行した一例 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

TKP ガーデン
シティ品川 

2017 年 12 月 1日 

尾原伸作, 久下博之, 植田剛, 井上隆, 中
本貴透, 佐々木義之, 中村保幸, 小山文
一, 庄雅之 

潰瘍性大腸炎に起因する colitis 
associated colorectal cancer 手術症
例の後方視的検討 

第 55回日本癌治療学会学
術集会 

パシフィコ
横浜 

2017 年 10 月 20日 

小山文一, 庄雅之, 吉川周作, 久下博之, 
植田剛, 井上隆, 中本貴透, 尾原伸作, 
佐々木義之, 中村保幸, 山岡健太郎, 稲次
直樹, 藤井久男, 錦織直人 

直腸肛門部瘻孔を合併した潰瘍性大腸
炎症例のマネージメント 

第 15回日本消化器外科学
会大会(JDDW2017) 

福岡国際会
議場 

2017 年 10 月 14日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
植田剛, 小山文一, 久下博之, 井上隆, 尾
原伸作, 中本貴透, 佐々木義之, 中村保
幸, 庄雅之 

クローン病関連直腸肛門管癌症例の特
徴から見たサーベイランスの可能性に
ついて 

第 87回大腸癌研究会 四日市都ホ
テル 

2017 年 7月 7日 

尾原伸作, 久下博之, 植田剛, 井上隆, 中
本貴透, 佐々木義之, 中村保幸, 小山文
一, 庄雅之 

Colitis associated colorectal cancer
に対する手術症例の後方視的検討 

第 87回大腸癌研究会 四日市都ホ
テル 

2017 年 7月 7日 

尾原伸作, 植田剛, 井上隆, 中本貴透, 
佐々木義之, 中村保幸, 小山文一, 金廣裕
道 

潰瘍性大腸炎手術症例に対するタクロ
リムス・TNF-α抗体製剤の影響 

第 117 回日本外科学会定
期学術集会 

パシフィコ
横浜 

2017 年 4月 29日 

小山文一, 植田剛, 吉川周作 瘻孔を合併した潰瘍性大腸炎のマネー
ジメント －自験例と本邦報告例の検
討から－ 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

京王プラザ
ホテル 

2017 年 4月 22日 

◎Ken Takeuchi, Akihiro Yamada and Yasuo 
Suzuki 

The air-enema image of ultra-low dose 
CT colonography can be an alternative 
diagnostic technique for the 
assessment of mucosal healing in the 
patients with ulcerative colitis. 

13th Congress of ECCO Messe Wien, 
Vienna, 
Austria 

2018 年 2月 16日 

Ken Takeuchi, Ryuichi Furukawa, Daiki 
Sasaki and Yasuo Suzuki 

The Early Response to Tacrolimus is 
likely to be a Predictor of the 
Long-term Outcome in the Patients 
with Ulcerative Colitis 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organization for 

Crohn's & Colitis 

Seoul, Korea 2017 年 6月 17日 

竹内 健, 宮村美幸, 山田哲弘, 鈴木康夫, 
石川ルミ子, 上原 隼, 石田 悟 

潰瘍性大腸炎の炎症評価における超低
線量 CT colonography 仮想注腸像の有
用性 

第一回日本消化管Virtual 
Reality 学会総会 

東京 2018 年 1月 20日 

竹内 健 「IBD-診断とコツとピットフォール」①
診断手順と画像検査のス進め方 

日本炎症性腸疾患学会
(JSIBD)教育セミナー2017 

東京 2017 年 12 月 2日 

竹内 健 炎症性腸疾患における便中バイオマー
カーによる粘膜治癒のモニタリングと
治療の最適化 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

竹内 健, 鈴木康夫 便中カルプロテクチン測定間隔の潰瘍
性大腸炎の予後予測に対する影響への
検討 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

竹内 健 IBD 診療における便中カルプロテクチ
ンの使い方 

第 54回日本消化器免疫学
会総会 

東京 2017 年 9月 29日 

岩下裕明, 高田伸夫, 佐々木大樹, 勝俣雅
夫, 宮村美幸, 菊地秀昌, 岩佐亮太, 長村
愛作, 中村健太郎, 竹内 健, 鈴木康夫, 
清水直美, 笹井大督, 徳山宣, 蛭田啓之 

B型肝炎加療中に悪性リンパ腫を発症
した一例 

日本消化器病学会関東支
部第 345 回例会 

東京 2017 年 7月 15日 

柴本麻衣, 木村道明, 大内裕香, 古川潔
人, 岩下裕明, 佐々木大樹, 勝俣雅夫, 菊
地秀昌, 岩佐亮太, 長村愛作, 中村健太
郎, 竹内 健, 高田伸夫, 鈴木康夫 

若年および高齢者潰瘍性大腸炎に対す
る血球成分除去療法の有効性の検討 

日本消化器病学会関東支
部第 345 回例会 

東京 2017 年 7月 15日 

竹内 健 潰瘍性大腸炎の長期寛解とモニタリン
グー潰瘍性大腸炎治療における疾患活
動性モニタリングの意義ー 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 22日 

竹内 健, 岩佐亮太, 鈴木康夫 潰瘍性大腸炎におかるインフリキシマ
ブ導入 2週間後の CRP レベルは長期有
効性を予測する 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

Fujii T, Kitazume Y, Takenaka K, Kimura 
M, Sito E, Matsuoka K, Nagahori M, Ohtsuka 
K, Watanabe M 

Simplified MR enteroclonography 
Classification Based on Endoscopic 
Findings for Activity Assessment of 
Crohn's Disease 

UEGW2017 Venue: Fira 
Gran Via 

2017 年 11 月 1日 

Takenaka K, Ohtsuka K, Kitazume Y, 
Matsuoka K, Fujii T, Nagahori M, Kimura 
M, Watanabe M 

Magnetic resonance evaluation for 
small bowel endoscopic remission in 
patients with crohn’s disease. 

UEGW2017 Venue: Fira 
Gran Via 

2017 年 10 月 30日 

Takenaka K, Ohtsuka K, Kitazume Y, Fujii 
T, Matsuoka K, Kimura M, Nagahori M, 
Watanabe M 

Utility of Magnetic Resonance 
Evaluation for Small Bowel 
Endoscopic Healing in Patients with 
Crohn’s Disease 

UEGW2017 Venue: Fira 
Gran Via 

2017 年 10 月 30日 

Takenaka K, Ohtsuka K, Kitazume Y, 
Matsuoka K, Fujii T, Nagahori M, Kimura 
M, Watanabe M. 

Magnetic resonance enterography for 
small bowel mucosal healing in 
patients with Crohn’s disease. 

APDW2017 Hong Kong 
Convention 

and 
Exhibition 
Centre 

2017 年 9月 23日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
Motobayashi M, Matsuoka K, Iwamoto F, 
Takenaka K, Fujii T, Nagahori M, Enomoto 
N, Ohtsuka K, Watanabe M 

Correlation of Fecal Calprotectin 
Levels with Endoscopic Severity 
Evaluated with Balloon-assisted 
Endoscopy in Patients with Crohn’s 
Disease.  

AOCC2017 Grand Hilton 
Seoul Kore 

2017 年 6月 17日 

Takenaka K, Ohtsuka K, Kitazume Y, 
Matsuoka K, Fujii T, Nagahori M, Kimura 
M, Watanabe M 

Magnetic resonance evaluation for 
small bowel endoscopic remission in 
patients with crohn’s disease. 

AOCC2017 Grand Hilton 
Seoul 

2017 年 6月 15日 

竹中健人, 大塚和朗, 北詰良雄, 鈴木康
平, 木村麻衣子, 藤岡友之, 福田将義, 藤
井俊光, 齋藤詠子, 松岡克善, 長堀正和, 
渡辺守 

クローン病評価における 小腸内視鏡
の有用性と限界 

第 55回日本小腸学会学術
集会 

メルパルク
京都 

2017 年 10 月 21日 

北澤優美, 松岡克善, 藤井俊光, 木村麻衣
子, 竹中健人, 長堀正和, 檀 直彰, 大塚
和朗, 渡辺 守 

【デジタルポスターセッション 72：大腸
(潰瘍性大腸炎)8】潰瘍性大腸炎におけ
る便中バイオマーカーによる組織学的
治癒の評価  

JDDW2017 マリンメッ
セ福岡 

2017 年 10 月 13日 

近藤有紀, 藤井 崇, 日比谷秀爾, 勝倉暢
洋, 竹中健人, 鬼澤道夫, 北畑富貴子, 村
川美也子, 松岡克善, 新田沙由梨, 藤井俊
光, 岡田英里子, 井津井康浩, 齊藤詠子, 
中川美奈, 柿沼 晴, 長堀正和, 大塚和朗, 
渡辺 守(東京医科歯科大学消化器内科), 
高岡亜弓, 山内慎一(東京医科歯科大学大
腸肛門外科) 

2 年間持続する貧血があり、イレウス症
状を契機に診断に至った原発性小腸癌
の 1例 

日本消化器病学会 関東支
部第 346 回例会 

海運クラブ 2017 年 9月 30日 

藤井俊光, 秋山慎太郎, 松岡克善, 江花有
亮, 根木真理子, 竹中健人, 齊藤詠子, 長
堀正和, 大塚和朗, 磯辺光章, 渡辺 守 

高安動脈炎に合併した炎症性腸疾患の
遺伝的背景と腸炎の表現形 

第 45回日本臨床免疫学会 京王プラザ
ホテル 

2017 年 9月 29日 

Matsuoka K, Naganuma M, Tanida S, 
Kitamura K, Matsui T, Arai M, Fujiya M, 
Horiki N, Nebiki H, Kinjo F, Miyazaki T, 
Matsumoto T, Esaki M, Mitsuyama K, Saruta 
M, Ido A, Hojo S, Takenaka O, Oketani K, 
Imai T, Tsubouchi H, Hibi T , Kanai T. 

Efficacy and safety of 
anti-fractalkine monoclonal 
antibody, E6011, in patients with 
Crohn’s Disease who had lost response 
to anti-TNFalpha agents : A 
multicentre, open-label, Phase 1/2 
study 

ECCO2018 Vienna 2018 年 2月 18日 

Ando K, Fujiya M, Nomura Y, Ueno N, Inaba 
Y, Sugiyama Y, Iwama T, Ijiri M, Takahashi 
K, Tanaka K, Goto T, Kashima S, Sasajima 
J, Moriichi K, Mizukami Y, Yamada S, 
Nakase H, Okumura T. 

The incidence and risk factors of 
venous thromboembolism in Japanese 
inpatients with inflammatory bowel 
disease: A retrospective and 
prospective study 

AIBD2018 Orlando 2017 年 11 月 20日 

Moriichi K, Fujiya M, Sugiyama Y, Iwama 
T, Ijiri M, Tanaka K, Takahashi K, Ando 
K, Nomura Y, Ueno N, Kashima S, Inaba Y, 
Ito T, Okumura T. 

Efficacy of quantitated 
autofluorescence imaging endoscopy 
in patients with ulcerative colitis: 
A multicenter study 

AIBD2017 Orlando 2017 年 11 月 19日 

Konishi H, Fujiya M, Ijiri M, Tanaka K, 
Fujibayashi S, Goto T, Kashima S, Ando K, 
Takahashi K, Ueno N, Sasajima J, Moriichi 
K, Tanaka H, Ikuta K, Okumura T. 

Ferrichrome, a tumor suppressive 
molecule derived from Lactobacillus 
casei, inhibits the progression of 
colorectal cancer via the 
endoplasmic reticulum stress 
pathway. 

DDW 2017 (AGA) Chicago 2017 年 5月 6日 

Nakajima S, Tanaka H, Sawada K, Hasebe T, 
Hayashi H, Abe M, Hasebe C, Fujiya M, 
Okumura T. 

Genetic polymorphism of PTPRD 
(rs35929428) and risk of 
non-alcoholic fatty liver disease in 
Japanese 

International Liver 
Congress 2017 

Amsterdam 2017 年 4月 19日 

杉山雄哉, 上野伸展, 岩間琢哉, 田中一
之, 高橋慶太郎, 野村好紀, 嘉島伸, 盛一
健太郎, 藤谷幹浩, 奥村利勝 

インフリキシマブバイオシミラー投与
におけるクローン病患者の QOL から見
た妥当性の検討 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会 

東京 2017 年 12 月 1日 

上野伸展, 杉山雄哉, 岩間琢哉, 井尻学
見, 田中一之, 高橋慶太郎, 安藤勝祥, 野
村好紀, 嘉島伸, 盛一健太郎, 藤谷幹浩, 
奥村利勝 

顆粒球除去療法の効果予測マーカーと
しての便中カルプロテクチン測定の意
義 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会 

東京 2017 年 12 月 1日 

藤谷幹浩 本邦における IBD 血栓症の現状と対策
ー欧米との比較 

第 9回 IBD Surgical Forum 福岡 2017 年 11 月 11日 

盛一健太郎, 藤谷幹浩, 奥村利勝 自家蛍光内視鏡検査(AFI)の潰瘍性大
腸炎における有用性の検討 

JDDW2017(第 94 回日本消
化器内視鏡学会) 

福岡 2017 年 10 月 13日 

杉山雄哉, 嘉島伸, 岩間琢哉, 井尻学見, 
田中一之, 高橋慶太郎, 安藤勝祥, 野村好
紀, 上野伸展, 盛一健太郎, 藤谷幹浩, 奥
村利勝 

潰瘍性大腸炎における炎症状態評価に
有用な CT重症度 score の検討 

JDDW2017(第 59 回日本消
化器病学会) 

福岡 2017 年 10 月 13日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
上野伸展, 岩間琢哉, 井尻学見, 田中一
之, 高橋慶太郎, 安藤勝祥, 野村好紀, 嘉
島伸, 盛一健太郎, 藤谷幹浩, 奥村利勝 

便中カルプロテクチンを用いた顆粒球
除去療法の効果予測に関する検討 

JDDW2017(第 59 回日本消
化器病学会) 

福岡 2017 年 10 月 13日 

安藤勝祥, 野村好紀, 杉山雄哉, 岩間琢
哉, 井尻学見, 田中一之, 高橋慶太郎, 上
野伸展, 嘉島 伸, 盛一健太郎, 藤谷幹浩, 
奥村利勝 

炎症性腸疾患入院患者における静脈血
栓塞栓症の発症頻度とリスク層別化に
ついての検討 

JDDW2017(第 59 回日本消
化器病学会) 

福岡 2017 年 10 月 13日 

井尻学見, 藤谷幹浩, 上野伸展, 奥村利勝 乳酸菌由来フェリクロームによる抗腫
瘍メカニズムの解析 

第 45回日本消化器免疫学
会 

東京 2017 年 9月 28日 

上野伸展, 杉山雄哉, 岩間琢哉, 岡田哲
弘, 井尻学見, 田中一之, 高橋慶太郎, 河
端秀賢, 林 明宏, 安藤勝祥, 野村好紀, 
嘉島伸, 後藤拓磨, 笹島順平, 盛一健太
郎, 水上裕輔, 藤谷幹浩, 奥村利勝 

当院におけるクローン病に対するカプ
セル内視鏡の使用成績とその有用性に
関する検討 

第 115 回日本消化器内視
鏡学会北海道支部例会 

札幌 2017 年 9月 3日 

稲場勇平, 佐々木貴弘, 杉山隆治, 助川隆
士, 小澤賢一郎, 垂石正樹, 斉藤裕輔, 藤
谷幹浩, 奥村利勝 

難治性クローン病における術後吻合部
潰瘍の特徴と予後の検討 

第 121 回日本消化器病学
会北海道支部例会 

札幌 2017 年 9月 3日 

盛一健太郎, 杉山雄哉, 岩間琢哉, 佐藤裕
基, 岡田哲弘, 井尻学見, 田中一之, 高橋
慶太郎, 河端秀賢, 林 明宏, 安藤勝祥, 
野村好紀, 上野伸展, 嘉島 伸, 後藤拓磨, 
笹島順平, 高氏修平, 水上裕輔, 藤谷幹
浩, 奥村利勝 

内視鏡非専門医における潰瘍性大腸炎
の活動性診断能の検討 

第 115 回日本消化器内視
鏡学会北海道支部例会 

札幌 2017 年 9月 3日 

藤谷幹浩 長鎖ポリリン酸による潰瘍性大腸炎に
対する基礎研究〜医師主導治験 

生体機能と創薬シンポジ
ウム 2017 

京都 2017 年 8月 25日 

藤谷幹浩 乳酸菌由来分子による腸炎治療 第 17回日本抗加齢医学会
総会 

東京 2017 年 6月 3日 

宮永亮一, 細江直樹, 石川景子, 堀江知
史, 福原誠一郎, 中里圭宏, 尾城啓輔, 緒
方晴彦, 金井隆典 

EMR/ESD 施行時のヘパリン置換による
合併症の検討 

JDDW2017 福岡 2017 年 10 月 14日 

堀江知史, 細江直樹, 石川景子, 宮永 亮, 
長沼 誠, 清野隆行, 今枝博之, 緒方晴彦, 
金井隆典 

バルーン小腸内視鏡による小腸腫瘍性
病変の内視鏡的特徴 

第 73回日本消化器内視鏡
学会総会 

東京 2017 年 5月 13日 

細江直樹, 緒方晴彦, 金井隆典 拡大シングルバルーン小腸内視鏡、プ
ローブ型共焦点レーザー内視鏡を使用
した小腸病変の観察 

第 73回日本消化器内視鏡
学会総会 

東京 2017 年 5月 13日 

細江直樹, 緒方晴彦, 金井隆典 拡大シングルバルーン小腸内視鏡、プ
ローブ型共焦点レーザー内視鏡を使用
した小腸観察 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 22日 

Matsuura M, Nakase H, Andoh A, Tsujikawa 
T, Naito Y, Kawamura T, Katsushima S, 
Kusaka T, Okuyama Y, Obata H, Kogawa T. 

Long-term Efficacy and Safety of 
Thiopurine Maintenance Treatment in 
Biologic-Naïve Patients with 
Ulcerative Colitis: A Retrospective 
Multicenter Cohort from JAPAN. 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis 

Seoul 2017 年 6月 16日 

Okabe M, Matsuura M, Yamamoto S, Honzawa 
Y, Koshikawa Y, Yamada S, Kitamoto H, Seno 
H.  

Early induction of 
immnunosuppressive agents prior to 
endoscopic balloon dilatation 
contributes to avoidance of surgery 
in patients with Crohn’s disease. 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis 

Seoul 2017 年 6月 16日 

Honzawa Y, Matsuura M, Yamamoto S, Yamada 
S, Koshikawa Y, Okabe M, Kitamoto H, Seno 
H 

Long-term outcome of patients with 
ulcerative colitis after initial 
tacrolimus rescue therapy 

The 5th Annual Meeting of 
Asian Organization for 
Crohn’s & Colitis 

Seoul 2017 年 6月 16日 

北本博規, 松浦 稔, 山本修司, 岡部 誠, 
越川頼光, 山田聡, 本澤有介, 妹尾 浩 

CMV 感染合併潰瘍性大腸炎の臨床転帰
に関する検討 

第 8回 日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

岡部誠, 山本修司, 本澤 有介, 松浦 稔, 
妹尾浩 

消化管GVHD診断における内視鏡所見の
特徴に関する検討． 

第 99回日本消化器内視鏡
学会近畿支部例会 

京都 2017 年 11 月 18日 

本澤有介, 山本修司, 松浦 稔, 妹尾 浩 クローン病腸管狭窄における内視鏡的
拡張術と免疫調節療法の併用による長
期予後の検討. 

第 55回日本小腸学会 京都 2017 年 10 月 21日 

北本博規, 本澤有介, 山本修司, 松浦 稔, 
妹尾 浩 

腸管局所サイトメガロウイルス感染を
伴った潰瘍性大腸炎における大腸内視
鏡所見とその臨床転帰との関連性に関
する検討 

第 98回日本消化器内視鏡
学会近畿支部例会 

京都 2017 年 6月 17日 

岡部 誠, 松浦 稔, 妹尾 浩 クローン病の腸管狭窄例における内視
鏡的拡張術後の手術回避に関する検
討. 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 21日 
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発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
山本修司, 松浦 稔, 妹尾 浩. 潰瘍性大腸炎患者に対するインフリキ

シマブ治療の長期予後の検討－インフ
リキシマブにチオプリン併用は必要
か？－ 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

山田 聡, 松浦 稔, 本澤有介, 岡部 誠, 
越川頼光, 南 尚希, 山本修司, 仲瀬裕志, 
妹尾 浩. 

寛解期クローン病患者におけるビタミ
ン K不足と腸内細菌叢の関連性につい
ての検討. 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

Hiroshi Yamasaki, Keiichi Mitsuyama, 
Saori Meifu, Atsushi Mori, Ryosuke 
Yamauchi, Shusei Fukunaga, Kotaro 
Kuwaki, Shinichiro Yoshioka, Takuji 
Torimura 

Expression of Transient Receptor 
Potential Channels in Peripheral 
Blood Mononuclear Cells from 
Inflammatory Bowel Disease Patients 

DDW-2017(Meeting of the 
American 

Gastroenterological 
Association)(AGA) 

McCormick 
Place 

2017 年 5月 6日 

Shuhei Fukunaga, Kotaro Kuwaki, Keiichi 
Mitsuyama, Hidetoshi Takedatsu, 
Shinichiro Yoshioka, Hiroshi Yamasaki, 
Ryosuke Yamauchi, Atsushi Mori, Osamu 
Tsuruta, Takuji Torimura 

Detection of Calprotectin in 
Inflammatory Bowel Disease: Fecal 
and Serum Levels and 
Immonohistchemical Localization 

DDW-2017(Meeting of the 
American 

Gastroenterological 
Association)(AGA) 

McCormick 
Place 

2017 年 5月 6日 

小林哲平, 高木孝太, 後藤諒介, 南 真平, 
白地美紀, 梶原雅彦, 小野典之, 光山慶
一, 鶴田 修, 鳥村拓司 

超高齢の上腸間膜動脈閉塞症の 1例 第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 104 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

沖縄かりゆ
しアーバン
リゾート・ナ

ハ 

2017 年 11 月 18日 

南 真平, 高木孝太, 後藤諒介, 小林哲平, 
白地美紀, 梶原雅彦, 光山慶一, 鶴田 修, 
鳥村拓司 

腹膜中皮腫の剖検症例 第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 104 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

沖縄かりゆ
しアーバン
リゾート・ナ

ハ 

2017 年 11 月 18日 

柴田 翔, 河野弘志, 深水 航, 長 知徳, 
渡邊裕次郎, 山田康生, 蒲池直紀, 小林哲
平, 上野恵里奈, 伊藤陽平, 秋山哲司, 光
山慶一, 鶴田 修, 鳥村拓司 

術後再建腸管患者におけるバルーン内
視鏡使用下胆道結石の治療成績 

第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 104 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

沖縄かりゆ
しアーバン
リゾート・ナ

ハ 

2017 年 11 月 18日 

吉岡慎一郎, 光山慶一, 鶴田 修, 鳥村拓
司 

エビデンスに基づいて再考した潰瘍性
大腸炎サーベイランス内視鏡検査の検
討 

第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 104 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

沖縄かりゆ
しアーバン
リゾート・ナ

ハ 

2017 年 11 月 17日 

荒木俊博, 山内亮介, 森 敦, 福永秀平, 
吉岡慎一郎, 鶴田 修, 光山慶一, 鳥村拓
司 

原発性肺癌に対するニボルマブ投与に
起因したと考えられる大腸炎の一例 

第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 104 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

沖縄かりゆ
しアーバン
リゾート・ナ

ハ 

2017 年 11 月 17日 

斉東京禄, 山内亮介, 有永照子, 石田祐
介, 光山慶一, 鶴田 修, 鳥村拓司 

難治性術後胆管炎に続発したと考えら
れるAA型腸管アミロイドーシスの一例 

第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 104 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

沖縄かりゆ
しアーバン
リゾート・ナ

ハ 

2017 年 11 月 17日 

野見山美香, 山内亮介, 福永秀平, 森 敦, 
山崎 博, 吉岡慎一郎, 小金丸雅道, 秋葉 
純, 光山慶一, 鶴田 修, 鳥村拓司 

リンパ管造影後に蛋白漏出性胃腸症が
改善した Turner 症候群の一例 

第 110 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 104 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

沖縄かりゆ
しアーバン
リゾート・ナ

ハ 

2017 年 11 月 17日 

永田 務, 鶴田 修, 草場喜雄, 森田 拓, 
徳安秀紀, 進藤洋一郎, 火野坂淳, 向笠道
太, 秋葉 純, 河野弘志, 光山慶一, 鳥村
拓司 

鋸歯状病変を併存した大腸癌の臨床病
理学的特徴 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡国際会
議場 

2017 年 11 月 10日 

光山慶一, 吉岡慎一郎, 鶴田 修 潰瘍性大腸炎におけるサーベイランス
大腸内視鏡-ランダム生検と狙撃生検
の比較を中心に 

25th JDDW(第 59 回日本消
化器病学会大会、第 15回
日本消化器外科学会大会 

合同) 

福岡国際セ
ンター 

2017 年 10 月 14日 

草場喜雄, 鶴田 修, 永田 務, 森田 拓, 
中根智幸, 徳安秀紀, 進藤洋一郎, 火野坂
淳, 向笠道太, 光山慶一, 鳥村拓司 

腫瘍径 7mm のⅡc病変の 1例 第 27回大腸 IIc 研究会 北海道経済
センター 

2017 年 9月 17日 

永田 務, 鶴田 修, 草場喜雄, 森田 拓, 
中根智幸, 徳安秀紀, 進藤洋一郎, 火野坂
淳, 向笠道太, 光山慶一, 鳥村拓司 

拡大内視鏡観察が SSA/P with 
cytological dysplasia の診断に有用
であった 1例 

第 27回大腸 IIc 研究会 北海道経済
センター 

2017 年 9月 17日 

中根智幸 , 鶴田 修, 草場喜雄 , 森田 
拓, 永田 務, 徳安秀紀 , 向笠道太 , 河
野弘志 , 光山慶一 , 鳥村拓司 

肛門管癌(扁平上皮癌)に対して内視鏡
的切除術を施行した 2例 

第 318 回日本内科学会九
州地方会 

鹿児島大学
医学部鶴陵

会館 

2017 年 8月 5日 

吉岡慎一郎, 光山慶一, 森 敦, 福永秀平, 
山内了介, 桑木光太郎, 竹田津英稔, 秋葉
純, 衣笠哲史, 赤木由人, 鶴田修, 鳥村拓
司 

サーベイランス内視鏡におけるヒト潰
瘍性大腸炎(UC)関連腫瘍の詳細ーマウ
ス DSS 腸炎モデル関連腫瘍の特徴も含
めてー 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

アクロス福
岡 

2017 年 5月 20日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
永田 務, 鶴田 修, 草場喜雄, 森田 拓, 
徳安秀紀, 進藤洋一郎, 火野坂淳, 前山泰
彦, 向笠道太, 秋葉純, 光山慶一, 鳥村拓
司 

自然脱落を来した大腸癌の 1例 第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

アクロス福
岡 

2017 年 5月 20日 

草場喜雄, 鶴田 修, 永 田務, 徳安秀紀, 
進藤洋一郎, 火野坂淳, 前山泰彦, 向笠道
太, 秋葉純, 光山慶一, 鳥村拓司 

便潜血陽性で施行した大腸内視鏡検査
で赤痢アメーバ症の診断となった1例 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

アクロス福
岡 

2017 年 5月 20日 

南 真平, 田中寛士, 渡邊裕次郎, 白地美
紀, 梶原雅彦, 鶴田 修, 光山慶一, 鳥村
拓司 

診断および治療方針決定に難渋した非
特異性大腸炎の一症例 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

アクロス福
岡 

2017 年 5月 20日 

福永秀平, 桑木光太郎, 光山慶一, 竹田津
英稔, 吉岡慎一郎, 山崎博, 山内亨介, 森 
敦, 鶴田 修, 鳥村拓司 

炎症性腸疾患における便中カルプロテ
クチン測定の有用性 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

アクロス福
岡 

2017 年 5月 20日 

徳安秀紀, 鶴田 修, 草場喜雄, 永田 務, 
進藤洋一郎, 火野坂淳, 前山泰彦, 向笠道
太, 秋葉 純, 光山慶一, 鳥村拓司 

急性骨髄性白血病に対する移植後に併
発した消化管 GVHD の 1例 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

アクロス福
岡 

2017 年 5月 20日 

永田 務, 鶴田修, 草場喜雄, 森田拓, 徳
安秀紀, 進藤洋一郎, 火野坂淳, 前山泰
彦, 向笠道太, 光山慶一, 鳥村拓司 

貧血精査にて指摘された collagenous 
colitis の 1例 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

アクロス福
岡 

2017 年 5月 20日 

中島帆奈美, 向笠道太, 進藤洋一郎, 火野
坂淳, 永田 務, 磯辺太郎, 木崎潤也, 南 
泰山, 森田 拓, 徳安秀紀, 草場喜雄, 秋
葉 純, 赤木由人, 光山慶一, 鶴田 修, 鳥
村拓司 

潰瘍形成GISTに対して非穿孔式内視鏡
的胃壁内反切除術(NEWS)を施行した一
例 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

アクロス福
岡 

2017 年 5月 19日 

斉東京禄, 向笠道太, 井上博人, 進藤洋一
郎, 火野坂 淳, 永田 務, 徳安秀紀, 森田 
拓, 草場喜雄, 秋葉 純, 江森啓悟, 国武
泰史, 久永 宏, 森山悦子, 板野 哲, 光山
慶一, 鶴田 修, 鳥村拓司 

内視鏡下摘除にて消化管穿孔をきたし
た、わずかな伸展不良所見を伴う大腸
隆起型 T1b 癌の 1例 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

アクロス福
岡 

2017 年 5月 19日 

荒木俊博, 森 敦, 福永秀平, 山内亨介, 
山崎 博, 吉岡慎一郎, 有永照子, 井出達
也, 光山慶一, 鶴田 修, 鳥村拓司 

B型肝炎ウイルス無症候性キャリアに
発症した難治性潰瘍性大腸炎の一例 

第 109 回日本消化器病学
会九州支部例会、第 103 回
日本消化器内視鏡学会九

州支部例会 合同 

アクロス福
岡 

2017 年 5月 19日 

吉岡慎一郎, 竹田津英稔, 光山慶一, 森 
敦, 福永秀平, 山内亨介, 山崎 博, 桑木
光太郎, 柳 忠宏, 河野弘志, 鶴田 修, 鳥
村拓司 

当院における小児大腸内視鏡検査の現
状-前処置や鎮静における実際と工夫- 

第 93回日本消化器内視鏡
学会総会 

大阪国際会
議場、リーガ
ロイヤルホ

テル 

2017 年 5月 13日 

山内亨介, 米湊 健, 光山慶一, 竹田津英
稔, 山崎 博, 吉岡慎一郎, 桑木光太郎, 
福永秀平, 森 敦, 秋葉 純, 鶴田 修, 鳥
村拓司 

マウス大腸炎関連腫瘍における実体顕
微鏡を用いた観察：pit pattern の評
価 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

京王プラザ
ホテル新宿 

2017 年 4月 22日 

山崎 博, 森 敦, 山内亮介, 福永秀平, 桑
木光太郎, 吉岡慎一郎, 光山慶一, 鳥村拓
司 

炎症性腸疾患患者の末梢血単核球にお
ける Transient receptor 
potential(TRP)チャネルの発現 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

京王プラザ
ホテル新宿 

2017 年 4月 21日 

Naoki Yoshimura, Minako Sako, Masakazu 
Takazoe 

Efficacy of Once a Day Multi Matrix 
Mesalamine Formulation, Lialda in 
Patients with Active Mild to Moderate 
cerative Colitis after Inadequate 
Response to the pH-Dependent Release 
Mesalamine Formulation, Asacol 

第 13 回欧州クローン病・
大腸炎会議(ECCO2014) 

Vienna 2018 年 2月 16日 

Soh Okano, Naoki Yoshimura, Minako Sako, 
Masakazu Takazoe 

Comparative Short and Long Term 
Efficacy of Infliximab vs Adalimumab 
in Patients with Active Ulcerative 
Colitis:Retrospective Evaluation 
Undertaking 

米国消化器病週間
(DDW2017) 

Chicago 2017 年 5月 7日 

吉村直樹, 酒匂美奈子, 高添正和 難治性潰瘍性大腸炎に対する TNFα抗
体療法の有効性の検討 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 20日 

小林美緒, 岡野 荘, 酒匂美奈子, 吉村直
樹, 畑田康政, 高添正和 

潰瘍性大腸炎と鑑別を要した高齢発症
の大腸型クローン病の一例 

第 638 回内科学会関東支
部例会 

東京 2017 年 12 月 9日 

岡野 荘, 酒匂美奈子, 吉村直樹, 高添正
和 

当院における潰瘍性大腸炎を背景とし
た Dysplasia と Colitic Cancer の検討 

第 8回日本炎症性腸疾患
学会学術集会 

東京 2017 年 12 月 1日 

吉村直樹, 岡野 荘, 酒匂美奈子, 高添正
和 

活動期潰瘍性大腸炎に対する新規5−
ASA 製剤リアルダの有効性の検討 

第 72回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
K. Watanabe, R. Kawano, M. Nishishita, F. 
Shimamoto, T. Fukuchi, M. Esaki, Y. 
Okamoto, Y. Maehata, S. Oka, S. 
Nishiyama, S. Fujii, F. Hirai, T. Matsui, 
K. Kakimoto, T. Okada, T. Inoue, N. Hida, 
R. Nozaki, T. Sakurai, H. Kashida, K. 
Takeuchi, N. Ohmiya, M. Saruta, S. Saito, 
Y. Saito, S. Nakamura, S. Tanaka, Y. 
Suzuki, Y. Ajioka, H. Tajiri 

Relevant factors and significant 
endoscopic findings for detecting 
colitis-associated neoplasms using 
pancolonic narrow band imaging 
surveillance colonoscopy in patients 
with Ulcerative Colitis: A 
sub-analysis of prospective 
randomised trial  

13th Congress of ECCO Vienna 2018 年 2月 16日 

Kenji Watanabe Diagnostic Endoscopy in IBD TSIBD Annual Meeting,  
2017 IBD Update 

Symposium 

Taipei 2017 年 12 月 2日 

Kenji Watanabe Therapeutic Endoscopy in IBD TSIBD Annual Meeting,  
2017 IBD Update 

Symposium 

Taipei 2017 年 12 月 2日 

Naoko Sugita, Kenji Watanabe, Noriko 
Kamata, Yasuhiro Fujiwara 

Clinical and pharmacokinetic 
investigation of the efficacy of 
concomitant elemental diet therapy 
to prevent loss of response to 
adalimumab in patients with Crohn’
s disease 

AOCC2017 Seoul 2017 年 6月 17日 

Watanabe K, Matsumoto T, Motoya S, 
Hisamatsu T, Nakase H, Yoshimura N, 
Ishida T, Kato S, Nakagawa T, Nagahori M, 
Esaki M, Matsui T, Naito Y, Kanai T, 
Suzuki Y, Nojima M, Watanabe M, Hibi T. 

Comparison of Endoscopic Responses 
to Adalimumab Monotherapy and 
Combination Therapy with 
Azathioprine in Patients with Crohn’
s Disease: A sub-analysis of DIAMOND 
trial 

AOCC2017 Seoul 2017 年 6月 16日 

Omori, Teppei; Watanabe, Kenji; Ohmiya, 
Naoki; Hirai, Fumihito; 
Nakamura, Masanao; Kagaya, Takashi; Oka, 
Shiro; Ozeki, Keiji; Kawano, Seiji; 
Ninomiya, Kazeo; Nakaji, Konosuke; 
Iimuro, Masaki; Handa, Osamu; Tokuhara, 
Daisuke; Sagawa, Tamotsu; Wakamatsu, 
Takahiro; Kato, Shingo; Araki, Akihiro; 
Koike, Yuji; Hashimoto, Shinichi; 
Mannami, Tomohiko; Higaki, Shingo; 
Hayashida, Mari; SAMESHIMA, Yukinori; 
Hasegawa, Daisuke; Tokushige, 
Katsutoshi; Matsui, Toshiyuki 

A nationwide multicenter study on 
adverse events associated with a 
patency capsule: additional survey 
for the Japanese Association for 
Capsule Endoscopy-oriented 
appropriate use survey for patency 
capsule (J-POP) Study 

DDW2017 Chicago 2017 年 5月 7日 

K. Watanabe, T. Matsumoto, S. Motoya, T. 
Hisamatsu, H. Nakase, N. Yoshimura, T. 
Ishida, S. Kato, T. Nakagawa, M. 
Nagahori, M. Esaki, T. Matsui, Y. Naito, 
T. Kanai, Y. Suzuki, M. Nojima, M. 
Watanabe, T. Hibi, the DIAMOND Study 
Group 

Comparison of endoscopic responses 
to adalimumab monotherapy and 
combination therapy with 
azathioprine in patients with Crohn’
s disease: A sub-analysis of DIAMOND 
trial 

DDW2017 Chicago 2017 年 5月 6日 

Yu Nishida, Kenji Watanabe, 
ShuheiHosomi, HirokazuYamagami, Koji 
Otani, YasuakiNagami, Fumio Tanaka, 
Noriko Kamata, Koichi Taira, Masatsugu 
Shiba, Kazunari Tominaga, Toshio 
Watanabe, Yasuhiro Fujiwara 

Serum interleukin-6 level predicts 
short-term clinical responsefuture 
outcomes of anti-tumor necrosis 
factor therapy in patients with 
ulcerative colitis 

DDW2017 Chicago 2017 年 5月 6日 

Nakamura, Masanao ;W atanabe, Kenji ; 
Ohmiya, Naoki; Hirai, Fumihito; Omori, 
Teppei; Tokuhara, Daisuke; Nakaji, 
Konosuke; Nouda, Sadaharu; W ashio, Ema; 
SAMESHIMA, Yukinon; M annami, Tomohko; 
Maeda, Kohei; Ninomiya, Kazeo; 
Wakamatsu, Takahiro; Araki, Akihiro; 
Ishii, Manabu; Higaki, Shingo; Abe, 
Takashi; Handa, Osamu; Kawano, Seiji; 
Iwamoto, Maho; Kato, Shingo; Kagaya, 
Takashi; Goto, Hidemi; Matsui, Toshiyuki 

Prospective, multicenter study for 
evaluation of the clinical efficacy 
and safety of PillCam patency capsule 
in 1, 096 cases with suspected small 
bowel stenosis 

DDW2017 Chicago 2017 年 5月 6日 

渡辺憲治, 中村志郎, 松井敏幸, 上野文昭 本邦の消化器病学会 IBD 診療ガイドラ
インと厚労省班会議治療指針の特徴と
差異 

第 8回 JSIBD 学術集会 東京 2017 年 12 月 1日 
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学会発表に関する一覧表 

発表者名 演題名 学会名 会場 日時 
渡辺憲治, 西下正和, 嶋本文雄, 福知 工, 
江崎幹宏, 岡 志郎, 藤井茂彦, 平井郁仁, 
井上拓也, 樋田信幸, 野崎良一, 櫻井俊
治, 竹内 健, 猿田雅之, 斎藤彰一, 斎藤 
豊, 大宮直木, 味岡洋一, 川野伶緒, 田中
信治 

潰瘍性大腸炎サーベイランス内視鏡に
おける NBI 観察と色素内視鏡観察のラ
ンダム化比較試験:Navigator Study 

第 72 回日本大腸肛門病学
会学術集会 

福岡 2017 年 11 月 11日 

渡辺憲治, 大宮直木, 平井郁仁, 松井敏幸 クローン病診断におけるカプセル内視
鏡の有用性：J-POP Study 追加検討から 

第 55回日本小腸学会 京都 2017 年 10 月 21日 

Kenji Watanabe, Nishishita Masakazu, 
Shimamoto Fumio 

Comparison between newly-developed 
NBI and panchromoendoscopy for 
surveillance colonoscopy in patients 
with longstanding ulcerative 
colitis; A sub-analysis of Navigator 
Study 

JDDW2017、International 
Session (Symposium) 9 

福岡 2017 年 10 月 14日 

渡辺憲治, 大宮直木, 松井敏幸 クローン病診断におけるカプセル内視
鏡の有用性：J-POP Study 追加検討から 

第 103 回日本消化器病学
会総会 

東京 2017 年 4月 22日 

F. Ishibashi H. Shimizu A. Kawamoto G. Ito 
T. Nakata S. Fujii K. Suzuki R. Kuno S. 
Anzai K. Kuwabara M. Kawai J. Takahashi 
M. Hama S. Nagata K. Tsuchiya T. Nakamura 
R. Okamoto M. Watanabe. 

Reprogrammed Atoh1+ intestinal 
epithelial cells contribute to 
regenerate damaged colonic mucosa in 
DSS-induced colitis. 

UEGW2017 
Barcelona(Spain) 

海外 2017 年 11 月 1日 
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社会活動に関する一覧表 

活動者名(所属施設) 会の名称および講演演題等 会場および新聞名等 活動年月日 
鈴木康夫(東邦大学医療センター) きょうのセカンドオピニオン 

「A免疫を抑える新薬も」 
毎日新聞 2018 年 1月 28日 

鈴木康夫(東邦大学医療センター) レミケードの新しい使い方 投与期間短縮 CCJAPAN 
vol.101 

2017 年 12 月 26日 

鈴木康夫(東邦大学医療センター) 患者の身体的負担を軽減する【潰瘍性大腸炎の最新治
療】 

安心 2017 年 12 月 1日 

鈴木康夫(東邦大学医療センター) 平成 29年度千葉県難病指定医研修会：代表的な疾患の
診断等について(炎症性腸疾患) 

千葉県教育会館 2017 年 10 月 8日 

鈴木康夫(東邦大学医療センター) 潰瘍性大腸炎の最新医療情報 千葉市総合保健医療センター 2017 年 10 月 7日 
鈴木康夫(東邦大学医療センター) 先生の知りたい最新医学がここにある【潰瘍性大腸炎】 健 2017 年 8月 1日 

鈴木康夫(東邦大学医療センター) なんでも健康相談【大腸憩室から出血を繰り返します】 NHK テキストきょうの健康 2017 年 7月 21日 

鈴木康夫(東邦大学医療センター) クローン病治療におけるステラーラの可能性 日経メディカル 2017 年 7月 10日 
安藤 朗(滋賀医科大学) 日本内科学会 教育講演 2 一般内科医が知るべき腸内

細菌と健康の関わり 
日本内科学会東海支部 第69回
生涯教育講演会(岐阜) 

2017 年 10 月 29日 

安藤 朗(滋賀医科大学) 消化器病学会 教育講演 8 炎症性腸疾患の病態と腸内
細菌の関わり 

JDDW 2017 Fukuoka(福岡) 2017 年 10 月 15日 

池内浩基(兵庫医科大学) 炎症性腸疾患(IBD)こんな時は手術をおすすめします．
(特別講演)日本消化器病学会関東支部第31回教育講演
会ランチョンセミナー 

東京(シェーンバッハ・サボー
「利根」) 

2017 年 11 月 3日 

池内浩基(兵庫医科大学) 炎症性腸疾患の外科治療．(講演)第 79回手術手技懇話
会 

大阪(ホテルグランヴィア大
阪) 

2017 年 10 月 28日 

池内浩基(兵庫医科大学) 炎症性腸疾患 こんなときは手術をおすすめします．
(特別講演)第 2回旭川 IBD 研究会 

旭川(旭川グランドホテル) 2017 年 10 月 27日 

池内浩基(兵庫医科大学) クローン病の外科的治療戦略．(特別講演)ステラーラ®
点滴静注 130mg 新発売記念講演会in兵庫 

神戸(ホテルモントレ神戸) 2017 年 10 月 5日 

池内浩基(兵庫医科大学) 炎症性腸疾患内科的治療の進歩が手術適応に影響を与
えたか．IBD Management Forum 

名古屋(ANA クラウンプラザホ
テルグランコート名古屋) 

2017 年 8月 25日 

池内浩基(兵庫医科大学) 炎症性腸疾患内科的治療の進歩と手術適応の変遷．(特
別講演)第 24回千葉 IBD フォーラム 

千葉(京成ホテルミラマーレ) 2017 年 7月 8日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

新・名医の最新治療／潰瘍性大腸炎－内視鏡を使わず
便で病態がわかるように 

週刊朝日 2018 年 1月 26日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

第 18回長野県クローン病市民公開講座 「クローン病
の診断と治療の最前線」 

松本市中央公民館 「Ｍウイン
グ」 

2018 年 1月 20日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演；「増える潰瘍性大腸炎をどう治療するか～
外来診療の工夫と秘訣～」, LastTherapy2017 

京葉銀行文化プラザ 7階「楓の
間」 

2017 年 12 月 26日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

第 243 回 慈恵医大月例セミナー「炎症性腸疾患の診断
と最適な治療選択」 

東京慈恵会医科大学附属病院 2017 年 11 月 11日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

講演；炎症性腸疾患治療の変遷と展望(第二部・講演Ⅱ)
第 57回国際治療談話会総会 消化器疾患の撲滅をめざ
して 

学士会館 2017 年 11 月 9日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

講演;「What is adequate IBD therapy?」(第一部 IBD
の MOD/Biologics の MOA), Managing IBD through 
MOD/MOA 

東京マリオットホテル 1階「ス
タジオ」 

2017 年 11 月 4日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

講演；「CD治療のストラテジー変遷と未来」城北 IBD
セミナー 

ホテル椿山荘 1階 「メイプル
ルーム 2」 

2017 年 11 月 1日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演；「IBD の治療ストテラジーの変遷と未来」OMC 
Gastroenterology & Hepatology research conference 
–IBD update meeting- 

ホテルグランヴィア大阪 20 階
「名庭」 

2017 年 10 月 26日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

講演；「消化器の現状と今後の展望」第 223 回銀行健
康管理医研究会 

三井住友銀行 呉服橋倶楽部 2017 年 10 月 5日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

基調講演；『炎症性腸疾患の新たな薬剤への期待』IBD 
Clinical Seminar 

山の上ホテル 2階「つばき」 2017 年 9月 27日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演；生物学的製剤の最適な知慮選択を考える CD 
Expert Meeting 

中之島フェステバルタワー37
階「フェステバルスイート」 

2017 年 9月 21日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演；「クローン病における治療戦略～最新知見
を中心に～」 

ホテルグランヴィア広島 4階 
「悠久の間」 

2017 年 9月 14日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

初の診断キット発売 「潰瘍性大腸炎」治療の何が変わ
る？ 

日刊ゲンダイ 2017 年 9月 13日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演；「UCの診断と治療～明日から使える外来の
コツ～」 

ホテルグランド富士 2階「富士
の間」 

2017 年 9月 7日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

調布医師会講演会「潰瘍性大腸炎の診断と治療の最前
線」 

調布医師会館 2017 年 9月 5日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

講演；「IBD の治療ストラテジーの変遷と未来」
Biologics Seminar on CD 

オークラアクトシティホテル 
浜松 30階「パール」 

2017 年 8月 31日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

第 2回人間ドック健診専門医研修会「消化器疾患の現
状と今後の展望」 

大宮ソニックシティ 1F 大ホ
ール 

2017 年 8月 26日 
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猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

講演；「炎症性腸疾患における抗TNFα製薬治療の最適
化を考える」 IBD Management Forum 

ANA クラウンプラザホテルグラ
ンコート名古屋 7階「ザ・グラ

ンコート」 

2017 年 8月 25日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

基調講演；潰瘍性大腸炎の治療戦略 第 9回 IBD 
Specialists of Private Clinic(IBD-P),  

アッヴィ合同会社本社 トレー
ニングルーム 

2017 年 8月 5日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

講演；「IBD の治療ストラテジーの変遷と未来」
UstekinumabPremiumForum2017 

東京ドームホテル B1 階「シン
シア」 

2017 年 8月 4日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演；『潰瘍性大腸炎の治療変遷と未来』第 16回
筑後 IBD カンファレンス 

久留米大学筑水会館中会議室 2017 年 7月 27日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

講演：消化管疾患の現状と今後の展望～機能性疾患か
ら見た小腸の重要性～新宿愛宕会講演会 

野村コンファレンスプラザ新
宿 48階コンファレンスルーム

B 

2017 年 7月 12日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

第 261 回 東京薬科大学卒後教育講座「消化管疾患の変
遷と未来」 

東京医科大学病院臨床講堂 2017 年 7月 9日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演；「炎症性腸疾患の現状と治療選択～治療の
変遷と未来～」第 3回 MEET THE PHARMACIST 

日本工業倶楽部5階第6会議室 2017 年 7月 8日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演：IBD の正しい診断と治療選択 福岡大学消化
管グループカンファレンス 

福岡大学病院 7階病棟カンフ
ァレンスルーム 

2017 年 6月 30日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演：消化管疾患の現状と治療の変遷 城東消化器
Seminar 

東京ドームホテル 42 階「アリ
エス」 

2017 年 6月 27日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演；消化器疾患の返遷と未来 第 25回東京腎フ
ォーラム講演会 

東京ドームホテル 42 階「アリ
エス」 

2017 年 6月 23日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演；炎症性腸疾患の正しい診断と治療～診療の
コツ～ 第 12回九州消化器 GCAP 療法研究会 

ホテルセントラーザ博多 3階
「橘の間」(16：00～) 

2017 年 6月 10日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

演者；CD治療の現状と今後の展望 ~ステラーラ RCD の
第Ⅲ相国際共同試験“UNITI & IM-UNITI Study”~ 
STELARA RCD Round Table Meeting in Tokyo 

第一ホテル東京 4階 「プリマ
ヴェーラⅠ」 (10：00～11：45) 

2017 年 6月 10日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

演者；Best of DDW 2017 Part1 Janssen pro Web セミ
ナー 

都内スタジオより配信 2017 年 6月 7日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

基調講演；二次無効 実際の対応 第 48回 IBD Club Jr.
研究会 

経団連会館 2017 年 6月 3日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演；潰瘍性大腸炎の正しい診断と治療選択 第 13
回多摩腸疾患カンファレンス 

パレスホテル立川 3階「こぶし
の間」 

2017 年 6月 2日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

演者；炎症性腸疾患の診断と治療の最前線 【KISSEI Web 
Seminar】 

都内スタジオより配信 2017 年 5月 24日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演；消化管疾患の現在と未来～便秘治療のおけ
る小腸の重要性～ 城南慢性便秘セミナー～便秘治療
の新たな可能性～ 

ホテル目黒雅叙園東京4階飛鳥 2017 年 5月 18日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

講演；消化管疾患の現状と治療の変遷 消化器Topics in 
広尾‐消化器治療の最前線‐ 

日本赤十字医療センター3階講
堂 

2017 年 4月 17日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演；炎症性腸疾患の正しい診断と治療選択 第 47
回徳島大腸疾患研究会 

徳島グランヴィリオホテル 2017 年 4月 12日 

猿田雅之(東京慈恵会医科大学 消化
器・肝臓内科) 

特別講演；潰瘍性大腸炎の診断と正しい治療選択 第 17
回北九州炎症性腸疾患懇話会 

リーガロイヤルホテル小倉3階
「エンパイヤルーム」 

2017 年 4月 6日 

清水俊明(順天堂大学小児科) キッセイ薬品工業社内研修会, 小児の炎症性腸疾患－
適切な診断と治療法－. 

東京 2017 年 11 月 2日 

清水俊明(順天堂大学小児科) 第 639 回日本小児科学会東京都地方会講話会, 小児の
炎症性腸疾患－適切な診断と治療法－. 

東京 2017 年 9月 9日 

清水俊明(順天堂大学小児科) 第 119 回多摩小児科臨床懇話会, 子どもの急性および
慢性腹痛の診断と治療. 

東京 2017 年 6月 9日 

清水俊明(順天堂大学小児科) 葛飾区小児科集談会, 東京. 小児科集談会講演会, 子
どもの長引く腹痛の鑑別. 

東京 2017 年 4月 18日 

杉田昭(横浜市立市民病院炎症性腸
疾患センター) 

CCFJ 講演会:IBD に合併する癌 日本大学病院 大会議室 2017 年 9月 23日 

杉田昭(横浜市立市民病院炎症性腸
疾患センター) 

第 14回熊本 IBD カンファレンス:炎症性腸疾患に対す
る外科治療の位置づけ 

ホテルニュー熊本 2017 年 9月 1日 

Sugita A(IBD Center, Yokohama 
Municipal Citizen's Hospital) 

International Lecture:Treatment of Anorectal 
Crohn’s Disease Clinical Course of Intestinal Stoma 
and Anorectal Cancer Suraveillance 

Weill Cornell Medical College 2017 年 4月 24日 

仲瀬裕志(札幌医科大学) 日本消化器病学会北海道支部 
第 20回教育講演会 
【炎症性腸疾患治療薬の作用機序を紐解く】 

札幌医科大学 2018 年 3月 17日 

仲瀬裕志(札幌医科大学) 第 204 回日本消化器病学会東北支部例会・第 160 回日
本消化器内視鏡学会東北支部例会ランチョンセミナー 
【Positioning of Golimumab in UC treatment based on 
immunogenicity to biologics】 

仙台国際センター 2018 年 2月 3日 

仲瀬裕志(札幌医科大学) 【炎症性腸疾患喫煙成分と関連】 十勝毎日新聞 2018 年 1月 19日 
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仲瀬裕志(札幌医科大学) 第 110 回日本消化器病学会九州支部例会・第 104 回日

本消化器内視鏡学会九州支部例会ランチョンセミナー 
【Review of current treatments for IBD based on 
molecular and immunological date】 

沖縄かりゆし 
アーバンリゾート 

2017 年 11 月 17日 

仲瀬裕志(札幌医科大学) 日本消化器病学会東北支部 
第 19回教育講演会 
【免疫学的機序の観点からみた今後の炎症性腸疾患治
療】 

ホテルメトロ 
ポリタン盛岡 

2017 年 11 月 12日 

仲瀬裕志(札幌医科大学) 第 50回日本消化器病学会北海道支部市民公開講座 
【ここまでわかってきた炎症性腸疾患の病態】 

札幌医科大学 2017 年 10 月 1日 

仲瀬裕志(札幌医科大学) 第 109 回日本消化器内視鏡学会 
北陸支部例会教育講演会 
【炎症性腸疾患の内視鏡診断・治療】 

富山県医師会館 2017 年 6月 25日 

仲瀬裕志(札幌医科大学) TBS ラジオ・HBC ラジオ 
【腸から始まる健康ライフ】 

TBS 放送センター 2017 年 6月 23日 

仲瀬裕志(札幌医科大学) 日本内科学会北陸支部 
第 71回生涯教育講演会 
【炎症性腸疾患診療の進歩】 

富山県民会館 2017 年 6月 18日 

中野雅(北里大学北里研究所病院) 平成 29年度相模原市難病講演会 ウェルネスさがみはら 2017 年 7月 25日 
中村 志郎(兵庫医大) 潰瘍性大腸炎学習会 エブノ泉の森ホール 2017 年 5月 17日 

久松理一(杏林大学) 日本炎症性腸疾患学会メディカルスタッフ教育セミナ
ー 
IBD の新薬について 

 TKP ガーデンシティ品川 2017 年 12 月 2日 

久松理一(杏林大学) 杏林医学会市民公開講演会 
増えている炎症性腸疾患(IBD)について知ろう 小児
IBD の問題、腸内細菌のトピックス、そして新しい治療
薬 
特別講演 腸内細菌のトピックスと新しいIBD治療薬に
ついて 

杏林大学付属病院 2017 年 11 月 18日 

久松理一(杏林大学) 日常診療で注意すべき下痢  
－感染性腸炎と炎症性腸疾患の鑑別、治療など－ 
府中市医師会学術講演会 

ルミエール府中 2017 年 7月 26日 

平井郁仁(福岡大学筑紫病院) 第 6回福岡大学筑紫病院 炎症性腸疾患センター市民公
開講座 

JR 九州ホール 2017 年 6月 11日 

福島浩平(東北大学) IBD Club Jr 回腸囊炎の治療 東京 2017 年 12 月 16日 

福島浩平(東北大学) 東北大学 REDEEM プロジェクト「医療工学技術者創生の
ための再教育システム」外科学各論(腹部一般外科) 

東京堂ホール 2017 年 12 月 9日 

二見喜太郎(福岡大学筑紫病院外科) 第 29回鹿児島大腸肛門病懇話会 城山観光ホテル 2018 年 3月 17日 
二見喜太郎(福岡大学筑紫病院外科) 第 1回 IBD メディカルセミナーin九州 福岡大学筑紫病院 2018 年 3月 4日 

二見喜太郎(福岡大学筑紫病院外科) 福岡大学筑紫病院 IBD 教室 福岡大学筑紫病院 2018 年 2月 20日 

二見喜太郎(福岡大学筑紫病院外科) 平成 29年度日本炎症性腸疾患学会 
市民公開講座 

コングレスクエア日本橋 2018 年 2月 11日 

二見喜太郎(福岡大学筑紫病院外科) クローン病の肛門部病変に対するBio 治療の最適化を
考える会 in 関西 

ホテルグランヴィア大阪 2018 年 1月 20日 

二見喜太郎(福岡大学筑紫病院外科) 平成 29年日本炎症性腸疾患学会 
教育セミナー 

TKP ガーデンシティ品川 2017 年 12 月 2日 

二見喜太郎(福岡大学筑紫病院外科) 多摩 Biological Forum 吉祥寺第一ホテル 2017 年 9月 15日 

二見喜太郎(福岡大学筑紫病院外科) 第 22回青森 IBD 研究会 アートホテル弘前シティ 2017 年 9月 2日 
二見喜太郎(福岡大学筑紫病院外科) 第 15回 IBD Club Jr. Kyushu  アクロス福岡 2017 年 8月 5日 

二見喜太郎(福岡大学筑紫病院外科) 戸畑セミナー 特別講演会 戸畑共立病院 2017 年 6月 26日 
新井勝大(国立成育医療センター) 第 46回杏林医学学会総会 市民公開講演会, 小児の炎

症性腸疾患 小児科と内科の連携について． 
東京 2017 年 11 月 18日 

新井勝大(国立成育医療センター) 平成 29年度厚生連薬剤師会秋季研修会, 小児 IBD診療
の最前線から－子供たちの未来を開く－． 

新潟 2017 年 11 月 11日 

新井勝大(国立成育医療センター) 第 27回日本小児リウマチ学会総会・学術集会, 小児炎
症性腸疾患診療の進歩と抗 TNFα抗体製剤の位置づけ． 

京都 2017 年 10 月 7日 

新井勝大(国立成育医療センター) 小児炎症性腸疾患市民公開講座 2017, IBD の子どもた
ちとともに！－QOL をあげるための取り組み－. 

大阪 2017 年 10 月 7日 

新井勝大(国立成育医療センター) IBD メディカルスタッフ教育セミナー in 福岡, グル
ープワーク「教えて！IBD 治療 日頃の悩み、疑問！」． 

博多 2017 年 10 月 1日 

新井勝大(国立成育医療センター) Biologics Seminar for Pharmacists, 炎症性腸疾患の
子どもたちの未来を開く～小児への投与対象拡大の取
り組み．  

東京 2017 年 9月 30日 

新井勝大(国立成育医療センター) 第 121 回日本消化器病学会北海道支部例会・第 115 回
日本消化器内視鏡学会北海道支部例会ランチョンセミ
ナー3, 若年層からの IBD 治療の現状．  

札幌 2017 年 9月 2日 
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社会活動に関する一覧表 

活動者名(所属施設) 会の名称および講演演題等 会場および新聞名等 活動年月日 
新井勝大(国立成育医療センター) 第 17回炎症性腸疾患検討会, IBD 領域での診断と治療

の向上． 
東京 2017 年 7月 26日 

新井勝大(国立成育医療センター) IBD 最新情報報告会, 小児 IBD 治療の最前線と留意点． 東京 2017 年 7月 18日 
新井勝大(国立成育医療センター) Pediatric IBD Biologics Meeting, 小児 IBD における

治療マネジメント． 
東京 2017 年 7月 13日 

新井勝大(国立成育医療センター) IBD メディカルスタッフ教育セミナー in 東京, 内科
治療・検査． 

東京 2017 年 7月 9日 

新井勝大(国立成育医療センター) 第 24回茨城県炎症性腸疾患研究会, IBD の診断と治療
の向上．  

つくば 2017 年 6月 28日 

新井勝大(国立成育医療センター) 第 8回 IBD 若鷹の会, 小児 IBD の治療戦略．  福岡 2017 年 6月 25日 

新井勝大(国立成育医療センター) IBD メディカルスタッフ教育セミナー in 大阪, IBD 患
者の栄養と食事、ランチョンセミナー．  

大阪 2017 年 5月 21日 

飯塚政弘(秋田赤十字病院附属あき
た健康管理センター) 

Akita Biologic Meeting(特別講演座長) 秋田市にぎわい交流館AU4階研
修室 

2017 年 12 月 8日 

飯塚政弘(秋田赤十字病院附属あき
た健康管理センター) 

炎症性腸疾患フォーラム in AKITA(特別講演座長) 秋田市イヤタカ 2017 年 10 月 27日 

飯塚政弘(秋田赤十字病院附属あき
た健康管理センター) 

秋田県 IBD 講演会 2017(一般演題座長) ホテルメトロポリタン秋田 2017 年 9月 29日 

飯塚政弘(秋田赤十字病院附属あき
た健康管理センター) 

ステラーラ点滴静注 130mg 新発売記念講演 in仙台(講
演) 

ウエスティンホテル仙台 2017 年 8月 26日 

飯塚政弘(秋田赤十字病院附属あき
た健康管理センター) 

平成 29年度第 2回難病及び小児慢性特定疾病指定医研
修. 潰瘍性大腸炎(講演) 

秋田県医師会館 2017 年 7月 23日 

飯塚政弘(秋田赤十字病院附属あき
た健康管理センター) 

平成 29年度第 1回難病及び小児慢性特定疾病指定医研
修. 潰瘍性大腸炎(講演) 

秋田県医師会館 2017 年 6月 25日 

飯塚政弘(秋田赤十字病院附属あき
た健康管理センター) 

知りたいがん検診(大腸がんに立ち向かうために) 秋田朝日放送(テレビ) 2017 年 5月 21日 

飯塚政弘(秋田赤十字病院附属あき
た健康管理センター) 

知りたいがん検診(大腸がんの治療) 秋田朝日放送(テレビ) 2017 年 5月 14日 

飯塚政弘(秋田赤十字病院附属あき
た健康管理センター) 

知りたいがん検診(大腸がん検診について) 秋田朝日放送(テレビ) 2017 年 5月 7日 

飯塚政弘(秋田赤十字病院附属あき
た健康管理センター) 

知りたいがん検診(知りたい！大腸がん検診) 秋田朝日放送(テレビ) 2017 年 4月 30日 

板橋道朗(東京女子医科大学 消化
器・一般外科) 

医学入門 炎症性腸疾患(潰瘍性大腸炎、クローン病)と
患者さんの抱える問題点 

早稲田キャンパス 14号館 101
教室 

2017 年 11 月 18日 

板橋道朗(東京女子医科大学 消化
器・一般外科) 

Inflammatory Bowel Disease Web Seminar Web 講演 2017 年 9月 28日 

角田洋一(東北大学病院) IBD 連携 Meeting、IBD における安全なチオプリンの使
い方 

大阪 2017 年 11 月 30日 

角田洋一(東北大学病院) 第 49回白河地区消化器病研究会 潰瘍性大腸炎診療と
研究-最近の話題 

白河 2017 年 11 月 10日 

角田洋一(東北大学病院) IBD におけるチオプリン治療実践講座、イムランを怖が
らずに活用する 

東京 2017 年 11 月 4日 

角田洋一(東北大学病院) IBD Expert Seminar 、個人ゲノム情報を用いた IBD 治
療 

札幌 2017 年 10 月 27日 

角田洋一(東北大学病院) 第 2回ジャポニカアレイ研究会、ジャポニカアレイ®を
用いた 日本人炎症性腸疾患関連遺伝子の解析につい
て 

東京 2017 年 9月 23日 

角田洋一(東北大学病院) 第 11回滋賀炎症性腸疾患治療研究会, IBD 診療に役立
つ遺伝子の話 

草津 2017 年 9月 16日 

角田洋一(東北大学病院) IBD Club Jr. WEST, チオプリンを安心して活用するに
は 

大阪 2017 年 9月 9日 

加藤 順(和歌山県立医大) 難病医療相談会 潰瘍性大腸炎・クローン病の治療と日
常生活の注意点について 

海南市 2018 年 1月 27日 

加藤 順(和歌山県立医大) 和歌山市薬剤師会研修会 潰瘍性大腸炎・クローン病の
病態と治療法の進歩 

和歌山市 2017 年 9月 21日 

加藤 順(和歌山県立医大) 難病指定医・協力難病指定医研修会 潰瘍性大腸炎・ク
ローン病の診断・治療および臨床調査個人票の記載に
ついて 

和歌山市 2017 年 7月 9日 

北村和雄(宮崎大学医学部内科学講
座循環体液制御学分野) 

第 69回宮崎大学イブニングセミナー、宮崎大学発の創
薬ベンチャー「ひむか AMファーマ株式会社」の起業 

宮崎大学創立330記念交流会館
コンベンションホール(木花キ
ャンパス) 

2017 年 5月 25日 

熊谷秀規(自治医科大学小児科学) ラジオNIKKEI 小児科診療UP-to-DATE. 移行期医療(ト
ランジション)への取り組み 

ラジオ NIKKEI 2018 年 1月 3日 

小林 拓(北里大学北里研究所病院) 「IBD 診療の ABC」IBD 医療連携セミナーin白金 八芳園(東京) 2017 年 10 月 20日 
小林 拓(北里大学北里研究所病院) 「CDの病態と IL-12/23 の役割」Stelara CD Round Table 

Meeting in Tokyo 
東京 2017 年 6月 10日 
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活動者名(所属施設) 会の名称および講演演題等 会場および新聞名等 活動年月日 
小林 拓(北里大学北里研究所病院) 「ECCO2017 in BarcelonaIBD Topics」ヒュミラインタ

ーネットライブセミナー 
東京 2017 年 5月 22日 

藤谷幹浩(旭川医科大学) 会の名称：第 60回ヒューマンサイエンス・バイオイン
ターフェース、演題：プロバイオティクス由来分子を
用いた難病・癌治療薬の開発 

東京 2017 年 11 月 27日 

藤谷幹浩(旭川医科大学) 会の名称：疾病克服戦略会議 疾病克服戦略会議－潰瘍
性大腸炎－、演題：プロバイオティクス由来の活性物
質ポリン酸を用いた新規炎症性腸疾患治療薬の開発 

神戸 2017 年 9月 27日 

藤谷幹浩(旭川医科大学) 会の名称：技術情報協会セミナー、演題：潰瘍性大腸
炎における治療の現状・臨床ニーズ 

東京 2017 年 8月 25日 

松浦 稔(京都大学医学部附属病院 
内視鏡部) 

京都市委託事業 難病医療講演会  
『炎症性腸疾患と腸内細菌』 

京都府立総合福祉会館(ハート
ピア京都) 

2017 年 12 月 10日 

松浦 稔(京都大学医学部附属病院 
内視鏡部) 

京都市左京区薬剤師会 
『潰瘍性大腸炎治療薬の使い方とその工夫』 

京都教育文化センター 2017 年 12 月 7日 

松浦 稔(京都大学医学部附属病院 
内視鏡部) 

第 5回京都大学医学部附属病院 IBD 教室 
『炎症性腸疾患の検査について』 

京都大学病院 会議室 2017 年 11 月 11日 

松浦 稔(京都大学医学部附属病院 
内視鏡部) 

第 22回臨床薬剤師業務シリーズ研修会 
『炎症性腸疾患に対する内科的治療 －各薬剤の特徴と
適応選択－』 

京都府薬剤師会館 2017 年 6月 4日 

光山慶一(久留米大学医学部内科学
講座) 

【久留米大学先端癌治療研究センター市民公開講座】男
女ともに増加する大腸の病気：炎症性腸疾患 

イムズホール 2018 年 1月 13日 

光山慶一(久留米大学医学部内科学
講座) 

【沖縄ワークショップ】IBD の病態と治療 沖縄県医師会館 2017 年 12 月 14日 

光山慶一(久留米大学医学部内科学
講座) 

【リアルダ発売 1周年記念研究会】潰瘍性大腸炎におけ
る便中カルプロテクチン 

萃香園 2017 年 12 月 5日 

光山慶一(久留米大学医学部内科学
講座) 

【第 9回徳島炎症性腸疾患講演会】炎症性腸疾患の診断
と治療-最新の知見- 

ホテルグランドパレス徳島 2017 年 11 月 21日 

光山慶一(久留米大学医学部内科学
講座) 

【リアルダ錠発売 1周年記念講演会 in大分】潰瘍性大
腸炎の診断・治療における新たな展開 
-便中カルプロテクチンも含めて- 

レンブラントホテル大分 2017 年 11 月 7日 

光山慶一(久留米大学医学部内科学
講座) 

【筑紫医師会学術講演会】慢性便秘の日常診療 筑紫医師会館 2017 年 10 月 19日 

光山慶一(久留米大学医学部内科学
講座) 

【大腸疾患セミナー】バイオマーカーを活用した炎症性
腸疾患の治療戦略〜便中カルプロテクチンを中心に〜 

ホテルメルパルク熊本 2017 年 9月 8日 

光山慶一(久留米大学医学部内科学
講座) 

【カフエで学ぼう がんのこと】腸のトラブルは万病の
もと 

エルガーラ 2017 年 7月 25日 

光山慶一(久留米大学医学部内科学
講座) 

【炎症性腸疾患(IBD)市民公開講座】IBD について知つて
ほしいこと 

久留米シテイプラザ 2017 年 6月 25日 

光山慶一(久留米大学医学部内科学
講座) 

【三月会学術講演会】便秘症の診断と治療：最近の話題 八女筑後医師会館 2017 年 6月 19日 

光山慶一(久留米大学医学部内科学
講座) 

【大牟田医師会学術講演会】便秘症の診断と治療：最近
の話題 

ホテルニユーガイアオームタ
ガーデン 

2017 年 6月 14日 

光山慶一(久留米大学医学部内科学
講座) 

【第 27回朝倉臨床栄養談話会】炎症性腸疾患の診断と
治療-腸内細菌の話題を含めて- 

朝倉医師会病院2階研修ホール 2017 年 6月 13日 

光山慶一(久留米大学医学部内科学
講座) 

【豊前築上医師会学術講演会】便秘症の診断と治療：最
近の話題 

ホテル築上館 2017 年 6月 9日 

光山慶一(久留米大学医学部内科学
講座) 

【第 25回 AAU 消化器連携セミナー】便秘症の診断と治
療：最近の話題 

朝倉医師会 2Ｆ研修ホール 2017 年 5月 30日 

吉村直樹(東京山手メディカルセン
ター) 

中薬アワーNO, 010 学術講演会 中野区 2018 年 2月 8日 

吉村直樹(東京山手メディカルセン
ター) 

東京山手メディカルセンター薬薬連携会 新宿区 2017 年 11 月 7日 

吉村直樹(東京山手メディカルセン
ター) 

富士宮病院・薬局薬剤師会学術講演会 富士宮市 2017 年 9月 14日 

吉村直樹(東京山手メディカルセン
ター) 

豊島区薬剤師会 臨床薬学研究会 豊島区 2017 年 6月 15日 

吉村直樹(東京山手メディカルセン
ター) 

東京都病院薬剤師会 臨床薬学研究会 新宿区 2017 年 5月 17日 

渡辺憲治(兵庫医科大学 腸管病態解
析学) 

第 33回日本消化器内視鏡学会近畿支部セミナー、IBD
の診断と治療: Up Date 

大阪国際交流センター 2018 年 1月 14日 

渡辺憲治(兵庫医科大学 腸管病態解
析学) 

日本消化器病学会近畿支部第 54 回教育講演 京都テルサ 2017 年 6月 25日 

 


